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はじめに 
 
本市には、新河岸川や福岡江川の水辺環境に加え、権現山古墳群、大井弁天の森な
どの緑豊かな自然環境が残されています。これらの緑を未来につないでいくため、平
成２５年３月に都市緑地法に基づいて「ふじみ野市緑の基本計画」を策定し、皆様の
御協力を得ながら、貴重な緑を守ってまいりました。 
「緑」は生活に潤いや安らぎを与え、美しい景観を創出するとともに、自然や多様
な生物との触れ合い場を提供するのみならず、二酸化炭素を削減し、地球温暖化を防
ぐものとして一層重要になっております。しかしながら、近年都市の発展による市街
化が進み、更に外来生物によるナラ枯れ等の被害も深刻な状況にあるため、緑はます
ます貴重なものになってきております。 
また、本計画の根拠法となる都市緑地法の改正や、「ふじみ野市将来構想 from 2018 
to 2030・前期基本計画」等の上位計画の改定、「ふじみ野市 SDGs 推進方針」の策定、
「ふじみ野市ゼロカーボンシティ宣言」など緑を取り巻く社会動向は日々変化してい
ます。 
本計画は、市内全域における緑の２０年後のあるべき姿と、それを実現するための
施策を示した緑の総合計画であり、令和５年３月に策定から１０年を迎えました。今
回、上位計画で掲げられた「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」を
念頭に、現在の社会動向に合わせ、より実効性のある計画にするために改定を行いま
した。 
今後は本計画の実現に向け、行政及び自治組織、愛護会、ボランティア、各種団体、
企業といった緑を守り育ててくれる方々とお互いに協力し合い、貴重な緑を守り育て
て行きたいと考えておりますので、皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し
上げます。 
結びに、本計画の改定に当たり、貴重な御意見・御提言をいただきました市民の皆
様をはじめ、御協力いただいた関係各位に対しまして心からお礼申し上げます。 
 
  令和５年３月 

ふじみ野市長 高 畑 博  
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Ⅰ ふじみ野市緑の基本計画の前提                 

１ ふじみ野市緑の基本計画改定について                   
ふじみ野市は、北部から東部の市境に新河岸川が流れており、周辺地域の水田のほか斜面林や
権現山古墳群などの自然環境が残されています。また、西部地域では武蔵野の面影を残す畑や雑
木林、南部には大井弁天の森など、緑豊かな環境が保全されています。 
こうした緑を守り育てていくため、平成 25年（2013 年）にふじみ野市緑の基本計画が策定さ
れました。ふじみ野市緑の基本計画では、「生命（いのち）と時代（とき）をつなぐ環境都市 ふ
じみ野」を将来像に掲げ、大井弁天の森を特別緑地保全地区※に指定するなど、計画に基づき取組
みを進めてまいりましたが、都市の発展による市街化が進み、緑の減少が続いています。 
一方で、緑を取り巻く社会動向に目を向けると、温暖化の抑制や二酸化炭素の削減、防災・減
災、生物多様性※の確保など、緑の持つ多様な機能の重要性が再認識されています。また、緑の基
本計画の根拠法となる都市緑地法等の改正、ふじみ野市の最上位計画となる「ふじみ野市将来構
想 from 2018 to 2030※」をはじめとした上位関連計画の改定など、緑を取り巻く社会動向やまち
全体の方向性も大きく変化しています。 
こうした様々な状況を踏まえつつ、ふじみ野市の緑豊かな環境を未来へとつなげ、育てていく
ため、「ふじみ野市緑の基本計画 」（以下、本計画という）を改定します。 
 

  

福岡中央公園 
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２ 緑の基本計画とは                            
緑の基本計画とは、都市緑地法第４条に「市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計
画を定めることができる。」と規定される法定計画です。市町村が、都市計画区域内における緑地
の適正な保全及び緑化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため、その目標と実現
のための施策等を内容として策定する緑とオープンスペース※に関する総合的な計画です。 
また、本市では、ふじみ野市みどりの条例※第３条に「緑地及び樹木等の保全、緑化の推進のた
めの計画を策定し、これを公表しなければならない。」と規定されています。 
計画策定に当たっては、「ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030」やふじみ野市都市計画マス
タープラン※等の上位関連計画と整合を図りつつ、専門家・市民の意見を反映させ、緑地の保全や
公園の整備等、本市の緑全般についての将来像とそれを実現するための計画を策定します。          
             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 （基本構想） 

ふじみ野市都市計画マスタープラン 

第２期ふじみ野市環境基本計画 
…等 

ふじみ野市緑の基本計画 

ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 
（前期基本計画） 
（実施計画） 

計画の位置づけ 
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３ 緑の基本計画の目的と効果                         
１）目的 
緑の基本計画の策定は、まちづくりにおいて次のような目的があります。 
① 緑の空間的な整合性の確保 
●市内の緑全体がネットワークを形成するように整備されることが望ましいとされていま 
す。 
●緑の多様な機能に応じて、骨格となる緑、特徴ある緑をその場所に応じ適宜配置すること 
が必要とされています。 
 
緑の基本計画は、市内の緑の配置に関する計画であり、本計画を策定し実行していく 
ことで、空間的に整合性のある緑の形成が図られます。 
 
② 多様な主体間の一体性の確保 
●望ましい緑を保全・整備し、その効果を十分に発揮させるためには、行政ばかりでなく、 
市民、各種団体、ボランティア、企業等多様な主体の協力が必要となります。 
●行政内部においても、公園・道路・河川などの公共施設管理部局と、環境・都市計画・ 
企画・財政等関係部局が協力することが必要となります。 
 
緑の基本計画は、行政、市民、各種団体、ボランティア、企業等の参加を得て、緑の 
将来的なビジョンと保全・整備・管理の具体的施策を決定するものであり、本計画の策 
定により多様な主体が協力し、一体となって緑の形成が図られます。 
 
③ 施策間の整合性の確保 
●緑の保全に関連する施策には、都市計画の地区指定、条例による助成金の支給、保存樹木※ 
への指定等、様々なものがあります。これらの施策が保全の優先度に応じて、計画的に 
整合性をもって適用されることが必要となります。 
●これらに加え、例えば開発関連の施策等において、新たな緑の創出についての指導や、 
保全対象の周辺の開発を抑制するような工夫等により施策間の整合性の確保が必要と 
なります。 
 
緑の基本計画は、これらの施策が計画的に整合性をもって施行されるために策定され 
るものであり、整合性が保たれることにより市内の緑の保全・創出が図られます。 
 
④ 緑の機能の戦略的配置 
●緑には多種多様な種類があり、種類ごとに機能が異なります。例えば、都市郊外の里山等 
においては、生物の保全、雨水の地下浸透等の機能が大きく、一方、中心市街地等の舗装 
された広場であれば雨水浸透の機能は小さいですが、人々の休息、イベントの開催等の機能 
が大きくなります。これらの特質を活かし、都市の形態に適した緑の機能を発揮させるため、 
緑の戦略的な配置が必要となります。 
 



 

4 

 
 
緑の基本計画を策定することで、各地域の様々な特徴に応じつつ、緑の役割分担を図 
り、地域に必要な緑の戦略的な配置が可能となります。 
 
⑤ 施策等の一貫性の確保 
●緑の形成には、長期間の行政施策や民間の活動が必要となります。 
●緑に関する施策の一貫性を確保するため、多様な主体の参加を得て、緑の基本計画を策定 
することが必要となります。 
●これらの施策や活動の方針が決まっていなかったり、むやみに変更されたりしては、効率 
的な緑の形成は不可能となり、市民、各種団体、ボランティア、企業等の協力も得られな
くなります。したがって、施策の一貫性を確保する必要があります。 
 
緑の基本計画を策定することで、施策や活動の方針が決まり、同じ方向性をもって行 
動することができ、一貫性が確保されます。 
 
 
 
２）効果 
緑の基本計画の策定は、行政・市民・事業者等に対して次のような効果があります。 
① 市民のニーズに対し、的確に対応 
 
●緑の目標、実現の方針、実現のための課題などに関する緑の基本計画を、市民の意見 
を反映しながら策定することにより、行政が身近な生活空間における緑に対する多様 
なニーズに的確に対応することができます。 

 
② 市民の緑のまちづくりへの参加意識や気運の醸成 
 
●公共施設の緑だけでなく民有地の緑も計画の対象とすること、特に計画策定段階から 
市民、各種団体、ボランティア、企業等の意見を反映させ幅広い理解、協力が得られ 
るような計画とすることで、皆さんで一体となって緑のまちづくりを実現していく参 
加意識や気運が高まることが期待できます。 
●「緑化重点地区」を計画の中に位置づけることで、地域による重点的な緑化施策に加 
え、行政、市民、各種団体、ボランティア、企業等において、それぞれの立場での自 
主的な緑化の推進が積極的に行われることが期待できます。 
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③ 望ましい都市の緑の実現に向けて各方面に対し必要性を明確に説明 
 
●望ましい都市の緑の実現にあたっては、公園・緑地の整備や公共施設の緑化等、各種 
目標実現のための事業展開が不可欠です。緑の基本計画を定めることで、これらの事 
業の導入に関する緑のまちづくり上の位置づけ、必要性、効果を明確にすることがで 
き、市民、各種団体、ボランティア、企業等、各方面に対して協力を求めるために必 
要な説明ができるようになります。 

 
④ 計画の目標実現へ向けて行政内部での合意形成の促進が可能 
 
●「緑の基本計画」は、幅広い範囲の緑を対象とします。また、市民の意見を反映させ 
るとともに公表するという手続きを有していることから、行政内部の関係各部局間の 
合意形成を図ることができます。 
●公表を前提としていることにより、実効性を担保することができます。 
●緑の保全・創出に関する都市計画決定の際、関係機関の協議がスムーズになり、計画 
の実現を促進できるとともに、関係部局等との土地利用調整について、市の具体的指 
針の一つとすることができます。 
 
⑤ 重点的、効率的な事業の推進が可能 
 
●「緑の基本計画」に施策を位置づけることにより、現在の状況や課題が可視化される 
 ため、重点的、効率的に事業の推進が可能となります。その一環として国庫補助金の 
導入をすることができ、事業が展開しやすくなります。 
 
⑥ 緑に関連する部局以外でも、事業に関係する関連部局の事業促進が可能 
 
●「緑の基本計画」は、公園、緑地、道路、河川のみならず、庁舎や学校等の公共施設 
 の緑も対象としています。これらの公共施設の緑化推進の必要性について各施設所管 
 部局の認識を高めるためにも「緑の基本計画」に位置付けることで、その緑化事業の 
 意義や必要性が明確となり、各部局による自発的な事業推進が図られます。 
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４ 都市における緑の機能                           
「緑」は快適で安全な生活を実現する上で必要不可欠なものであり、緑の保全、創出に関する
施策をより総合的かつ計画的に推進する必要があります。 
 
① 自然が共生する都市環境を確保 

●樹木等の植物は、二酸化炭素の吸収、大気の浄化、ヒートアイランド現象※の抑制等の機
能を有しています。 
●都市内の樹林や河川等の水辺は、野生生物の生息地として生物多様性の場となり、郊外
から清涼な風を都市に送りこむ風の道を形成する等、人と自然が共生する都市環境を形
成することができます。 
●カーボンニュートラル※の実現に向けて、二酸化炭素の吸収源となります。 
 
 
② 災害防止、避難地、救援活動拠点などの機能により、都市の安全性を確保 

●地震や火災等の災害発生時において、人々の避難地や避難路、火災の延焼防止帯、消防活
動やボランティア等の救援活動拠点、復旧活動拠点、仮設住宅地、広域防災拠点として多
様な機能を持つことから、緑を適切に確保することにより都市の安全性・防災性を高める
ことができます。 
●雨水の貯留や浸透の機能を有し、防災や減災に効果を発揮することができます。 
 
 
③多様性や四季の変化が心を育み、潤いのある美しい景観を形成 

●緑は地域の気候、風土に応じて特徴ある多様性を有しており、四季の変化を実感できる快
適な生活環境や美しい景観を創出することにより、次代を担う子ども達の感受性を育み、
生活にゆとりと潤いをもたらすことができます。 
●緑は市の固有の文化や歴史等に深く関わっており、緑を適切に活かすことにより個性と魅
力あふれる地域づくりを進めることができます。 
 
 
④ 緑の持つ多様な機能の活用により、変化に対応した余暇空間を確保 

●自由時間の増大、価値観の多様化、交通体系の発展等に伴い、市民の余暇活動は多様化、
高度化、広域化してきています。また、都市化の発展、少子・高齢化等に伴い、自然との
触れ合い志向、健康への関心、コミュニティ意識が高まるなど余暇需要は変化しつつあり
ます。 
●緑の持つ多様な機能を活用することにより、経済社会や国民の余暇需要の変化に対応した
緑豊かで質の高い余暇空間を確保することができます。 

  



   ふじみ野市緑の基本計画 

7 

５ 計画の対象                                
本計画の対象は、ふじみ野市全域とし、公園、緑地、水辺、公共施設の緑地（市役所、街路樹
等）、民間緑地（住宅の庭や生け垣、事業所の植栽等）、農地などの「緑」とします。 
本計画では、市の独自性や特徴を表現するものだけでなく、市民共通の財産であり、人を含む
多様な生物のための環境作りとその向上につながるという認識に立ち、ふじみ野市の「緑」を適
切に保全・育成・整備していくための施策を総合的に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツセンター総合体育館 

西ノ原中央公園 権現山古墳群と周辺の農地 

市役所前商業施設 

新河岸川 西八丁緑地付近の畑 
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６ 緑を取り巻く社会動向                           
緑を取り巻く社会動向を以下に整理します。 

１）都市緑地法の改正への対応 
平成 29 年（2017 年）には、民間活力を最大限活かして、緑・オープンスペースの整備・保全
を効果的に推進し、緑豊かで魅力的なまちづくりを実現するため、都市緑地法等の一部を改正す
る法律が制定されました。民間活力の導入や緑・オープンスペースの整備・保全等に関する制度
が充実するなど、新たな公園・緑地等の創出から、既存ストックの保全・活用や維持管理へと方
向性が転換されています。これに伴い、市町村が策定する「緑の基本計画」の記載事項も変化し
てきています。本計画においても、法で規定される内容を踏まえ、都市公園※の管理の方針や生産
緑地地区内の緑地の保全の方針、特別緑地保全地区の緑地の保全等について記載を拡充し取組み
を進めます。 
 
 
 
 
 
 
 

  

資料：国土交通省 都市緑地法改正のポイント 
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２）都市公園法の改正への対応 
新たな時代の都市をつくる緑とオープンスペースの基本的考え方において、新たな視点として、
「ストック効果をより高める」「民との連携を加速する」「都市公園を一層柔軟に使いこなす」の
３つの視点が示されています。 
平成 29 年（2017 年）の法改正により、新たなステージでの都市公園の再生、活性化を推進す
るため、公募設置管理制度（Park- PFI）※の創設や都市公園内保育所の全国措置化、公園を活性
化する協議会の設置等が盛り込まれました。 
本計画でも、都市公園の再生、活性化のための施策について取組みを進めていきます。 
 

  

公募設置管理制度とは、都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募対象公園

施設）の設置又は管理を行う民間事業者を、公募により選定する手続きのことです。

事業者が設置する施設から得られる収益を公園整備に還元することを条件に、事業者

には都市公園法の特例措置がインセンティブとして適用されます。 

PFI事業により公園施設（プールや体育館等）を整備する場合より多くの民間参入を
促進するため、公園施設を整備する場合の設置管理許可期間（現行：最長 10年）を、
PFI 事業契約の契約期間の範囲内（最長 30 年）で公園管理者が設定できることとし
たものです。 

 
 

保育所その他の社会福祉施設であって政令で定めるもの（通所型）（保育所、学童クラ

ブ、老人デイサービスセンター、障害者支援施設 等）について、政令で定める技術基
準（施設の敷地面積は、公園の広場面積の 100分の 30以内等）等を満たす場合には、
公園管理者は占用を許可できることとしたものです。 

立地条件が良いにもかかわらず、十分利用されていない公園もあるのではないか、ボ

ール遊び禁止、バーベキュー禁止など一律禁止ではなく、公園を利用する地域住民等

と公園利用のローカルルールを決めていく仕組みがあっても良いのではないかとの問

題意識から、公園管理者は、都市公園の利用者の利便の向上に必要な協議を行うため

の協議会を組織することができるとしたものです。 

都市公園の維持修繕基準の規定を設け、適切な時期に点検を行い、必要な措置を講ず

ることを義務付けることにより、予防保全による長寿命化・安全対策を徹底したもの

です。 
 

資料：国土交通省 都市公園法改正のポイントを編集して作成 
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３）パークマネジメント※ 
パークマネジメントとは、行政だけでなく、そこに住む市民や地域団体、民間事業者が連携し
て、公園を運営していく考え方です。 
公園・緑地を含む緑とオープンスペースは、スポーツ・レクリエーションの場、地域のコミュ
ニティ活動の場、また自然とふれあう場として、多様化しつつあります。その価値の再認識やニ
ーズの多様化といった急速な社会状況の変化が起きており、このような状況の変化に対応するた
めには、行政のみならず、多様な主体と連携し、公園・緑地のさらなる柔軟かつ多様な利活用の
推進や持続可能な管理運営の仕組みの構築に向けた取組みを早急に実行していく必要がありま
す。 
本計画においても、パークマネジメントの観点のもと、本市の公園・緑地の魅力を活かした維
持管理や運営について、取組みを進めていくとともに、公園の担い手となってくださっている公
園等愛護会※のメンバーの高齢化による活動の衰退の課題に対しても、方策の検討を進めていき
ます。 

４）公園・緑地の再編 
公園・緑地は、整備しただけではその効果を十分に発揮できるわけではなく、個々の公園・緑
地をその特性に応じて使いこなす、戦略的なマネジメントによって初めてそのポテンシャルを最
大限に発揮させることができます。 
また、周辺環境の変化、ニーズの変化等により、整備当初に想定されていた効果を十分発揮で
きない場合もあることから、時代やニーズが変われば、公園・緑地もそれに応じ変わることが必
要となっています。 
地域住民等の合意に基づきながら、利用状況等に応じた公園施設の集約・再編、公園の統廃合
を行うことでストック効果を発揮できる場合もあることから、本計画では、公園・緑地それぞれ
が持つ機能や配置等をもとに検討し、公園・緑地の再編についても取組みを進めていきます。 
 
 
 

  

福岡中央公園 
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５）都市農地の保全と活用 
平成 28 年（2016 年）5月に、都市農業振興基本計画が閣議決定され、都市農地は、「宅地化す
べきもの」から、都市に「あるべきもの」へと位置付けられました。具体的には、緑地保全地域
及び特別緑地保全地区に含まれる農地や生産緑地地区に定められた農地、市民農園※のほか、良
好な都市環境の形成に係る農地が都市における緑地保全施策の対象となります。 
本計画においても、都市農地の保全とその活用に向け、他計画と連携しながら進めていきます。 
 

  

資料：農林水産省 都市農業振興基本計画の概要 
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６）グリーンインフラ※の形成 
緑を含む自然環境は、生物の生息・生育の場の提供、雨水の貯留・浸透による防災・減災、水
質浄化、水源涵養、植物の蒸発散機能を通じた気温上昇の抑制、良好な景観形成、農作物の生産、
土壌の創出・保全など、多様な機能を有しています。 
グリーンインフラとは、これらを社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において活
用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進める取組みのことで、本計画においても、
市民や市民団体、民間事業者等の多様な主体との連携によりグリーンインフラの取組みを推進し
ていきます。 

７）SDGs※への貢献 
SDGs とは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称であり、 令和 12
年（2030 年）までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のことです。17のゴール・169 の
ターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っ
ています。本市では、令和 3年（2021 年）10 月に「ふじみ野市 SDGs 推進方針」を定め、庁内
外に発信・共有することで、市全体で SDGsの理念等に対する関心を高めるとともに、SDGsの
達成に向けて、市民や団体、民間企業等、多様なステークホルダー（利害関係者）との協働のま
ちづくりを推進しています。 
本計画は、「目標 11 住み続けられるまちづくりを」「目標 13 気候変動に具体的な対策を」「目
標 15 陸の豊かさも守ろう」「目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう」などの目標と深く
関係しており、本計画を進めていくことは、「SDGs」の達成にもつながると考え、取組みを進め
ていきます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

本計画に関連の深い項目 
 

 目標 11 ［持続可能な都市］ 
包摂的で安全かつ強靭（レジリ
エント）で持続可能な都市及び
人間居住を実現する 

 目標 15 ［陸上資源］ 
陸域生態系の保護、回復、持続可
能な利用の推進、持続可能な森林
の経営、砂漠化への対処ならびに
土地の劣化の阻止・回復及び生物
多様性の損失を阻止する 

    

 目標 13 ［気候変動］ 
気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる 

 目標 17 ［実施手段］ 
持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する 
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８）生物多様性の保全 
生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことで、地球上には個性豊かな様々
な生物が存在し、互いに影響しながらもバランスを保って共存しており、生物多様性があること
で、食材の供給や、地球環境の維持など、多くの恩恵を受けられています。 
平成 30 年には、国土交通省から生物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引きが新たに公
表され、生物多様性の確保に関する視点が示されています。具体的には、生物多様性の確保の観
点から、動植物の生息地又は生育地としての緑地の規模や連続性等を評価して中核地区、拠点地
区、回廊地区、緩衝地区となる緑地を配置し、これらの緑地による有機的なネットワーク（エコ
ロジカルネットワーク※）の形成を図ることが望ましいとされています。 
本計画においても都市の生物多様性の保全、エコロジカルネットワークの形成に配慮し、緑の
保全や緑化の取組みを進めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料： 国土交通省 生物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引き 
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II 上位関連計画からみた緑の方向性                 

本市の緑の方向性について、「上位関連計画」から以下のように整理しました。 

１ ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030                   
 

●まちづくりの理念（P28） 
「安全と安心」「地域力」「環境」 
●将来像（P30） 
「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」 
●施策の目標[施策 30]（P132） 
・市民が親しみを持って快適に利用できる公園の配置・整備を計
画的に進めるとともに、公園等愛護会をはじめとした市民団体
やボランティアと市の協働体制を強化し、公園・緑地の適正な
維持管理を行います。 
・１人当たりの公園等面積 5㎡ 

（令和 5年（2023 年）3月時点の目標） 
・公園のリニューアル箇所数 14 箇所 

（令和 5年（2023 年）3月時点の目標） 

２ ふじみ野市都市計画マスタープラン                     
●まちづくりの目標像（P19） 
「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」 
～だれもが住み続けられ、持続的に発展するまち～  
～多様なライフスタイルでの暮らしを可能とするまち～ 
～個性輝く魅力あふれるまち～ 
●これからのまちづくりの進め方に示した視点（P22） 
視点１：「郊外住宅都市としての持続性の確保と発展を目指す」 
視点２：「産業活力の創造と、まちの活力の確保を目指す」 
視点３：「広域の中での地域の魅力と個性の向上を目指す」 
●みどりと水辺のまちづくりの方針（P46） 
(1)基本的な考え方 
①公園の適正配置と有効活用 
・公園の適正配置を進めるとともに、公園・緑地の有効利用に努
めます。 
②自然環境と共生する都市環境の形成 
・水と緑の拠点となる自然環境の保全・整備を進めるとともに、
水と緑の骨格軸の形成に努めます。 
・市街地内における緑地を創出するとともに、自然環境を育む生
物共生空間の保全に努めます。 

平成 30 年（2018 年）策定 

計画期間：6年間 

平成 30 年（2018 年）～令和 5年（2023 年） 

令和 2 年（2020 年）策定 

計画期間：20 年間 

令和 2 年（2020 年）～令和 22 年（2040 年） 
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３ 第２期ふじみ野市環境基本計画                       
●基本理念 
「快適で良好な環境の将来世代への継承」 
「市、市民、事業者の協働により人と自然が共生し、 
環境への負荷の少ない循環型社会をめざすまちづくりの推進」 
「地球環境保全への自主的、積極的な取り組みの推進」 
●基本方針 
「すべての施策の策定等に当たっての環境優先の理念（第8条）」 
「市、市民及び事業者の参画及び協働の推進（第 20 条）」 
「環境教育の理念に基づく推進（第 21条）」 
「施策の総合調整のための評価体制の整備 （第 19 条）」 
●環境像 
「みんなではぐくむ緑豊かな住みよいまちふじみ野」 
都市生活における、自然のもつ役割を大切にして、 豊かな水
と緑に囲まれ かつ、快適な市民生活をおくるための良好な環
境を、みんなでつくりあげていきます。 

●環境にやさしいまちづくりの推進＜うるおいとやすらぎの場の創出＞  
公園に代表されるオープンスペースは、うるおいとやすらぎをもたらすとともに、コミュニ
ティ活動などによるふれあいや交流の場でもあり、レクリエーションなどをとおした健康づく
りの場にもなっています。 また、災害時の緊急避難的な場所としての機能や避難路、防災空地
など様々な機能、効果が期待されています。 このことから、市民、関係団体と連携、協働して、
適正な維持管理に努め、うるおいとやすらぎの場を創出します。 
●行動指標（令和 10 年（2028 年）3月時点） 
公園等の面積 39.5 万㎡ ・ 公園等愛護会の数 40 団体 
●自然と調和した環境づくりの推進＜緑の保全・創出＞ 
市内の広範囲にまとまった緑の多くは、借地や私有地となっており、その維持、保存にあた
っては、所有者や地域の人々の理解と協力が必要です。将来にわたって良好な緑を維持してい
くためには、「緑の基本計画」との整合を図るとともに、「緑の基金」などを活用して緑地の確
保に努めることが必要です。一方、学校敷地や公園、ポケットパーク、事業所、民有地など、
身近な場所に緑を創出するために、緑化の普及啓発に取り組み、良好な都市環境づくりを進め
る必要があります。こうした取り組みを、市民や地域、関係団体等との協働により進めていき
ます。 
●行動指標（令和 10 年（2028 年）3月時点） 
緑地保護地区面積 110,810 ㎡ 
 
注：緑の基本計画と同時並行で策定していることから、変更の可能性があるためページ番号を
省略しています。 
 

令和 5年（2023 年）策定 

計画期間：5年間 

令和 5 年（2023 年）～令和 10 年（2028 年） 

※ 
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III ふじみ野市の概要                       

１ 市域                                  
本市の市域は、東西約７．５ｋｍ、南北約６．０ｋｍに渡り、市全体の面積は、１４．６４ｋ
ｍ２（１，４６４万㎡）となっています。このうち、市街化区域※面積は８．８８ｋｍ２（８８８
万㎡）で６０．7％を占めており、市街化調整区域※面積は、５．７６ｋｍ２（５７６万㎡）で３
９．３％を占めています。 
また、本市は東京都心から３０ｋｍ圏にあり、1960 年代には工業及び住宅団地整備など都市及
び市街地化が急速に進展しました。行政界は複雑に入り組み、北と西は川越市、南は三芳町、東
は富士見市に接しています。 
  

位置図 
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２ 自然条件                                 
地理的には、関東平野のやや西寄りの「武蔵野台地」の北東に位置しています。武蔵野台地の
多くは、緩やかな傾斜のまま低地に移行しています。微地形を見ると、鶴ケ岡や西台など一段高
い台地面と、亀久保、東久保などの窪地があり、かつて小河川と湧水が見られましたが、湧水は
一部を残して枯渇し小河川は雨水幹線として整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質は関東ローム層で、北部市境に沿って南北に新河岸川が流れており、周辺地域では水田が
広がっているほか、沿岸には斜面林などの自然環境が残されています。市の西部地域では、武蔵
野の面影を残す畑や雑木林など、緑豊かな環境が保全されています。 

 

  

（川越街道断面図 出典：大井町史教育委員会） 

ふじみ野市 

（旧上福岡市の地形と地質の模式断面図 出典：上福岡市史 資料編第１巻 自然史・考古） 
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気候は、太平洋側気候で、夏季は高温になり、降雨量も比較的多く、冬季は強い北西の季節風
が吹き、晴天の日が比較的多いのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の東部は、低地から平地のもつ自然環境、特に水辺の環境や景観、それに伴う水辺の生態
系が豊かです。低地部には水田が広がり、新河岸川やそこに注ぎ込む福岡江川などの水辺空間に
は、ミクリなどの貴重な水生植物やウグイなどの魚類、カワセミなどの鳥類など、水辺環境を好
む生き物が見られます。この地域には、福岡江川下流の湧水群、新河岸川周辺の斜面林など豊か
な自然環境が残っています。この景観は、新河岸川舟運の歴史的・文化的遺産でもあります。 
西部は、斜面林や雑木林などの自然環境がまとまって残り、丘陵地特有の植物相を示し、比較
的乾燥地を好む鳥類が生息しています。そして、南西側の後背地には、広大な三富地域や川越市
下赤坂の農業地帯へと連続する緑があります。本市には、オオタカやチョウゲンボウなど生態系
の頂点に立つ鳥の飛来が見られ、武蔵野丘陵地の景観と生態系を色濃く残しています。一方で、
旧川越街道沿いにあったエノキやケヤキ、農家の屋敷林や雑木林などは、近年、沿道土地利用の
都市化によりその面影や風情が変化しています。 
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資料：統計ふじみ野※（令和３年度）気象状況 P4 

ふじみ野市の気温と降水量 
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田 畑 宅地 池沼 山林 原野 雑種 その他

３ 土地利用                                 
本市の地目別面積は、宅地が増加しています。緑に関する地目となる田畑などの農地、山林は、
減少傾向にあります。 
 
  

ふじみ野市地目別面積の推移 
統計ふじみ野（令和３年度）地目別面積の推移 P1 

                    土地利用現況図     資料：都市計画基礎調査（令和３年度） 
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４ 人口                                   
本市の人口は、令和 2年（2020 年）国勢調査では１１３，５９７人となり、増加傾向にあるも
のの、高齢化が進行しています。 
ふじみ野市基本構想 from 2018 to 2030 では、令和 12 年（2030 年）の将来人口を１１７,９０
０人としており、それをピークに減少に転じることが予想されています。また、老年人口も令和
32 年（2050 年）までは増加していくものと予想されています。 
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H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

年少人口(～14歳) 生産年齢人口(15～64歳） 老年人口(65歳～) 総人口(人)

ふじみ野市の総人口及び年齢三区分別人口の推移 
資料：各年国勢調査（※H2～H12 は上福岡市分と大井町分を足して算出） 

 

ふじみ野市の将来人口と人口構造 
資料：ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 
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【コラム】 市のＳＤＧｓ取組み紹介 

本市では、ＳＤＧｓを推進するため、令和 3年（2021 年）10月に基本的な理念・考え方

を示した「ふじみ野市ＳＤＧｓ推進方針」を策定しました。 

方針では、「理解する」「つながる」「行動する」という３つの基本的な方向性の下、市職

員研修や市民への情報発信、様々なステークホルダーとの連携を行いながら、市民と共に

ＳＤＧｓを正しく理解した上で、できることから取り組んで行くことを明記しています。 

その一環として、市のホームページではＳＤＧｓのページを作成し、市の取組や国・県と

の連携などについて紹介を行っています。更に、市報ふじみ野（令和 3年 12 月号）では、

ＳＤＧｓの紹介、関連する市の取組、市内事業所のインタビュー、個人で取り組めること

を紹介するなど特集を組み、ＳＤＧｓの推進を図っています。 

 

 

 

ふじみ野市ＳＤＧｓ推進方針 

 

 

 

市報ふじみ野（令和 3年 12 月号） 
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【コラム】 緑被地ってなあに？ 

『緑被地』とは、「河川」や「池」などの水面のほか、「樹林地」・「畑」・「水田」・「果樹

園」「草地」等、植物の緑に被われた土地などの総称です。 

一方、『緑地』とは、都市緑地法に基づく特別緑地保全地区や、ふるさと埼玉の緑を守り

育てる条例に基づくふるさとの緑の景観地など、法律や条例等一定の定義の中で担保され

た土地のことです。 

今回の緑被調査は、航空写真から植物の緑に被われた土地を判別して行っています。 

 

 

Ⅳ 緑の現状                           

本市の緑の現状を把握するために、緑の量について把握する緑被調査及び公園・緑地調査を実
施しました。また、埼玉県の実施した「身近な緑現況調査」の結果や、緑の保全や活用のために
活動されている団体へのアンケート調査等により、本市の緑の現状を把握し整理を行いました。 

１ 緑被の状況                               
緑被調査は、緑被地を把握するために実施しました。緑被地とは、河川や池などの「水面」の
ほか、「樹林地（樹林・樹木・庭木）」・「畑」・「水田」・「果樹園」・「草地」等、緑に被われた土地
のことです。令和 4年（2022 年）1月に撮影された航空写真より、５０㎡以上の緑被地を以下の
区分のとおり判別しました。また、緑に被われた面積（緑被面積）を対象区域の面積で除し、緑
被率※を算出しました。 
 
 
 

緑被地区分 

樹林地 樹木に覆われている土地 

畑 農作物の生産に利用されている土地（畑） 

水田 農作物の生産に利用されている土地（水田） 

果樹園 農作物の生産に利用されている土地（果樹園） 

草地 芝生など草に覆われている土地 

水面 河川や池などの水面に覆われている土地 
 

 

 

 

 

    

緑被率 ＝ 対象区域内の緑被面積 ÷ 対象区域の面積 
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本市は、首都３０ｋｍ圏内の住宅都市として、急速な人口増加とともに発展してきましたが、
典型的な都市近郊型農業地域に見られるように、北部から東部の市境には新河岸川が流れており、
周辺地域では水田が広がっているほか、沿岸には斜面林などの自然環境が残されています。市西
部地域では、武蔵野の面影を残す畑や雑木林など、緑豊かな環境が保全され、大井弁天の森、三
角地区段丘面、旧川越街道沿いに点在する屋敷林等があります。市内の緑被地の多くは、市街化
調整区域に分布する農地や樹林地です。 
市全域の緑被面積は３９８．7 万㎡であり、緑被率は、２７．２％です。平成 24 年度（2012
年度）の調査（航空写真は平成 19年度（2007 年度））と比較すると、１０７．５万㎡の緑被が減
少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 平成２４年度（２０１２年度） 令和４年度（２０２２年度） 

区域 緑被面積 緑被率 緑被面積 緑被率 

全域 ５０６．２万㎡ ３４．５％ ３９８．7万㎡ ２７．２％ 

市街化区域 １４５．０万㎡ １６．７% ９０．４万㎡ １０．２％ 

市街化調整区域 ３６１．２万㎡ ６１．３％ ３０８．４万㎡ ５３．６％ 

※四捨五入しているため、合計は一致しない場合があります。 

緑被率の推移 

資料：市緑被調査 平成 24 年度（2012 年度）…ふじみ野市緑の基本計画（平成 25 年３月） 
県緑被調査 平成 30 年度（2018年度）…身近な緑現況調査及び分析業務委託（令和２年度） 
市緑被調査 令和 4年度 (2022 年度）…航空写真より判別(令和 4年 1月) 

    

506.2 
431.3 398.7 

34.5

29.6
27.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

市緑被調査
（平成24年･2012年）

県緑被調査
（平成30年･2018年）

市緑被調査
（令和4年･2022年）

(%)(万㎡) 合計 緑被率(%)



 

 24 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 



   ふじみ野市緑の基本計画 

25 

  

緑被現況図 令和４年（2022年）１月航空写真より判別 
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２ 公園・緑地の状況                              
公園・緑地調査は、公園・緑地を把握するために実施しました。公園・緑地とは、都市公園法
に基づく都市公園や土地利用規制など一定の定義の中で担保された土地のことです。本市では、
下表のような区分により、公園・緑地の状況を把握しました。 
 

公園・緑地 区分 

施設緑地※（公園等※） 
都市公園法に基づく都市
公園やそれに準ずるもの
です。 
 
◄都市公園（福岡中央公園） 

都市公園 

都市緑地 

その他の公園 

緑地（都市計画未決定の緑地） 

緑道 

地域制緑地※ 
法令等により土地利用の
規制・誘導等を通じて緑
地の保全が図られている
地区のことです。 

            ◄特別緑地保全地区（権現山） 

生産緑地※ 

特別緑地保全地区 

緑地保護地区※ 

保存樹木 

ふるさとの緑の景観地※ 

 

施設緑地の総数は、１６７箇所（３９．５万㎡）となっており、その内訳は、都市公園４３箇
所（２０．６万㎡）、都市緑地４箇所（４．９万㎡）、その他の公園６４箇所（５．８万㎡）、緑地
２６箇所（６．０万㎡）、緑道３０箇所（２．２万㎡）となっています。（令和４年（2022 年）4
月 1日現在） 

また、地域制緑地は、１９３箇所（５９．２万㎡）となって
おり、その内訳は、生産緑地１５１箇所（２５．３万㎡）、緑地
保護地区３８箇所（１１．１万㎡）、特別緑地保全地区２箇所
（３．４万㎡）、ふるさとの緑の景観地２箇所（１９．４万㎡）、
であり、保存樹木は１１８本となっています。 

平成 24 年度（2012 年度）の調査と比較すると、ふじみ野市
第２運動公園や緑道等、１５箇所およそ５．７万㎡の施設緑地
を整備しました。また、大井弁天の森特別緑地保全地区の１箇
所およそ３．０万㎡を指定し保全を図りました。 

一方で、生産緑地は開発等の影響により、２４箇所およそ５．
４万㎡が減少しました。 
 
  

大井弁天の森 
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公園・緑地集計表 

区分 

平成 24 年度 
（2012 年度） 

令和４年度 
（2022 年度） 

増減 
（▲はﾏｲﾅｽ） 

箇所数 面積(万㎡) 備考 箇所数 
面積
(万㎡) 備考 箇所数 

面積 
(万㎡) 

施
設
緑
地
（
公
園
等
） 

都市公園 41 16.0   43 20.6   2 4.6 

都市緑地 4 4.3   4 4.9   0 0.6 

その他の公園 65 6.8   64 5.8   ▲ 1 ▲ 1.0 

緑地（都市計画未
決定の緑地） 

24 5.7   26 6.0   2 0.3 

緑道 18 1.0   30 2.2   12 1.2 

計 152 33.8   167 39.5  15 5.7 

地
域
制
緑
地 

生産緑地 
（H21.12.28） 
175 
30.7   

（R4.1.7） 

151 
25.3  ▲ 24 ▲ 5.4 

緑地保護地区 
（地権者数） 

  57 
15.6   

（地権者数） 

38 
11.1   ▲19 ▲ 4.5 

特別緑地保全地区 1 0.4   2 3.4   1 3.0 

保存樹木 275  －   118  －   ▲ 157 － 

ふるさとの緑の景
観地 

2 19.4   2 19.4   0 0 

（八丁ふるさとの緑の景
観地） － － 12.9 － － 12.9   

（武蔵野ふるさとの緑の
景観地） － － 6.6 － － 6.6   

計 
235 66.1   193 59.2   ▲ 42 ▲ 6.9 

保存樹木を除く   保存樹木を除く    保存樹木を除く  

資料：平成 24 年度…ふじみ野市緑の基本計画（平成 25年３月現在） 

   令和４年度…庁内資料（令和 4年 4月現在） 
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公園・緑地現況図 令和４年 4月庁内資料より作成 
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３ 緑に対する市民の意識                           
１）埼玉県の取組み 
埼玉県では、令和元年に緑に対する意識の把握と緑被率の算出のため「身近な緑現況調査」を
実施しました。 
本市では、心地よいと感じる緑として、福岡中央公園や西中央公園、東久保中央公園（カリヨ
ン広場）、大井弁天の森、亀久保神明神社等が回答されています。 
また、本市の緑被率は２９．６％という結果でした。 
 
 

アンケート概要 

［形 式］Web アンケート 

［調査期間］令和元年（2019 年）年９月５日（木）～９月 17 日（火） 

資料：埼玉県環境部みどり自然課 身近な緑現況調査及び分析業務委託調査報告書 （令和２年２月） 
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 ２）市の取組み 
令和 2年度（2020 年度）及び令和 3年度（2021 年度）に、公園等愛護会の活動等に関する
アンケートを実施し、結果は次のとおりとなりました。 
 
 
 
 
 
 
■会員について 
・愛護会に所属している人は、７０代以上が６割を占めています。 
・会員の増減は７割の団体でなく、会員を増やすための取組みも 6割の団体で実施されてい
ない状況です。 
・活動していく上での課題について、会員の高齢化や会員の減少とする団体が 8割に近くな
っています。 
 

  

アンケート概要 

［形 式］郵送配布アンケート 

［母集団］40 団体 

70代
22団体
60%

60代
9団体
24%

50代
3団体
8%

40代
1団体
3%

30代以下
2団体
5%

会員の高齢
化, 22団体, 
64%

会員の減少, 
5団体, 15%

活動の減少, 
3団体, 9%

公園利用者
との関係, 4
団体, 12%

愛護会に所属している人の年齢 愛護会活動の課題 
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■活動について 
・愛護会の主な活動内容は、草む
しりやゴミ拾い、落ち葉掃きと
する団体が多くなっています。 
・月１回程度の活動となっている
団体が半数となっています。 
・愛護会と自治組織が連携してい
る団体が 7 割、愛護会同士が協
力している団体が４割となって
います。 
・愛護会活動は 10年以上継続し
たいとする団体が半数を超え、
コスト削減や公園利用の活性
化、地域の防犯や多世代交流な
ど様々な効果をもたらしている
と考えられ、地域貢献などのや
りがいに結びついています。 
・報償金は７割に近い団体が適正で
あるとしていますが、３割の団体で
少ない、少なすぎると回答していま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33団体

32団体
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12団体
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機
に
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花
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そ
の
他

主な活動内容 

地域で一つの役割を持てる
11団体 23%

公園利用者に感
謝される
15団体
31%

地域に貢献して
いる手応え
17団体
35%

地域に居場所がある
5団体 11%

愛護会活動のやりがい 

市費のコス
ト削減
11団体
19%

公園利用の
活性化
18団体
30%

周辺地域の防犯
12団体
20%

多世代交流
10団体
17%

老朽化設備
の点検
7団体
12%

利用者トラブルの防止
1団体 2%

愛護会活動がもたらす効果 
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■公園について 
・公園の緑の量は適正とする団体が７割となっています。 
・ペットの立ち入りは４割の団体が禁止したほうがよいとしています。 
・ボール遊びは半数近い団体が禁止したほうがよいとしています。 
・喫煙については８割を超える団体が禁止したほうがよいとしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

多い（減らした
い） 6団体 19%

適量 22団体 71%

少ない（増やした
い） 3団体 10%

公園の緑の量 

禁止した方
がよい 15
団体 43%

禁止しない
方がよい
11団体
31%

どちらでも
よい 9団体
26%

禁止した方
がよい
17団体
48%

禁止しない
方がよい
9団体
26%

どちらでも
よい
9団体
26%

禁止した方
がよい
29団体
83%

禁止しない
方がよい
2団体
6%

どちらでもよい
4団体 11%

公園へのペットの立ち入り 

公園でのボール遊び 公園での喫煙 



 

 34 

【コラム】 ゼロカーボンとカーボンニュートラル 

 

最近、テレビや新聞などで「ゼロカーボン」という言葉をよく耳にします。 

そもそも「ゼロカーボン」ってどういう意味？また、「カーボンニュートラル」っていう言葉

があるけどどう違うの？と思っている人も多いかもしれません。 

カーボンを和訳すると「炭素」ですが、ここでは主に二酸化炭素といった「温室効果ガス」

のことを指しており、ゼロカーボンとは温室効果ガスをゼロ（排出しない）にすることを意味

しています。 

また、カーボンニュートラルとは、人間の生活上温室効果ガスの排出をゼロにすることは難

しいという判断から、排出から樹木等の温室効果ガスの吸収を差し引くことで、「ニュートラル

（中立）」な状態にすることを意味しています。 

つまり、ゼロカーボンとカーボンニュートラルは、ほぼ同じことを意味していると言えます。 

 

 

石炭、石油等の使用や
牛のゲップ等により
排出

【排出】
温室効果ガス
（二酸化炭素、
メタンガス等）

【排出】
温室効果ガス

太陽光、風力、バイオマス、水素、原子力
等の使用に切替え排出量を減少させる

【吸収】
森林による
光合成

カーボンニュートラル

【排出】 ー 【吸収】 ＝ ０

【吸収】
森林による
光合成
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Ⅴ 課題の整理                          
前項でまとめた緑の現状から読み取れる課題を「環境保全」「レクリエーション」「防災」「景観」
の視点から、計画を立てる上での課題として整理します。 

１ 環境保全                                
市内の自然環境や緑を保全することは、多種多様な野生生物の生息・生育環境の担保や人と自
然が共生する都市環境を形成する機能や都市部におけるカーボンニュートラルの実現、ヒートア
イランド現象の緩和、雨水の抑制等、生活環境の向上につながります。 
本市では、市街化調整区域を中心に、多様な地形や土地利用形態に応じ、農地や、平地林、斜
面林のほか、新河岸川等の水辺環境といった豊かな自然環境が広がっています。これらは本市の
緑の骨格を形成していますが、Ⅳ緑の現状で実施した緑被調査から、その量は減少傾向にあるこ
とがわかっています。また、市街化区域は、公園、雑木林、社寺林等といった貴重な緑が散在し
ています。Ⅳ緑の現状で実施した公園・緑地調査によると、公園の整備が進められ、公園・緑地
の面積は増加していますが、一方で人口増加や都市開発の需要の高まりから農地や樹林地等の面
積は減少しています。そのため残された貴重な緑の保全とともに、緑の質の向上が重要となりま
す。 

●ヒートアイランド現象の緩和やカーボンニュートラルなど、より良い都市環境を形成
するため、市民、企業、行政の協働による緑の保全に関わる施策の整備が必要となり
ます。 
●市内の緑の不足箇所へ緑を配置することは、緑のネットワークの形成となり、緑の質
の向上につながります。 

 

２ レクリエーション                             
公園・緑地は、人々のスポーツやレクリエーションの場となり、自然との触れ合いや癒しとな
るほか、市民の活動の場ともなり、コミュニティ意識が高まるなど様々な効果をもたらします。 
Ⅳ緑の現状で実施した公園・緑地調査から、公園・緑地の整備が進められている状況が明らか
となっています。一方で、量的な確保のみならず、人々のニーズに応じた質の高い空間が望まれ
ています。また、Ⅳ緑の現状でとりまとめた「身近な緑現況調査」の回答では、人々が心地よい
と感じる緑の地点に住宅周辺の公園が選ばれていました。 
 

●公園・緑地の適切な維持管理が必要です。 
●市民の多様なニーズに対応した、公園利用を促進する施策の検討やルールづくりも併
せて行っていく必要があります。 
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３ 防災                                   
公園は、地震や火災等の災害発生時において一時避難所や消防活動、ボランティア等の救護活
動拠点としての重要な役割を持っています。 
また、畑や水田のような平地は避難路や火災の延焼防止帯として役立つのみならず、雨水の貯
留や浸透機能から防災や減災に効果を発揮することができます。樹林地においても、雨水貯留機
能等防災や減災機能を有しています。 
 

●一時避難所となる公園・緑地の適正配置とその維持管理が必要となります。 
●グリーンインフラの取組みとして、樹林地や農地等の保全が必要です。 

 
 

４ 景観                                   
市街地の中の緑は四季の移り変わりを実感することができる貴重なものであり、子どもたちの
感受性を育むほか、日々の生活に彩りを与えてくれます。 
また、福岡河岸記念館、新河岸川、権現山古墳群、大井弁天の森、社寺林といった市の歴史的
景観や風情を残す水辺や緑も現存しており、これらを適切に保全し将来に継承していくことは、
ふじみ野市としての歩みを次世代につなげるまちづくりといえます。 
 

●市内の歴史的景観は行政だけではなく、市民など民間と協力して保全を行っていく必
要があります。 
●市内景観向上のため、貴重な水辺や緑を街路樹等の緑のネットワークでつなぐことが
必要となります。 

 

 

 
  



   ふじみ野市緑の基本計画 

37 

風土と歴史を継承する緑 創造する緑 市民と共に育てる緑 

Ⅵ ふじみ野市緑の基本計画の目標と方針              

１ 目標                                  
本市は、武蔵野の雑木林、畑、水田等、農村の風情や、新河岸川、権現山古墳群、旧川越街道
等が伝える歴史の面影とともに、都市開発を進め成長を続けています。 
そのような状況の中で、ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 やふじみ野市都市計画マスタ
ープランでは、「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」という将来像を掲げ、市民に
とって快適な都市となることを目指しています。 
本計画では、これらの上位計画における将来像を共に目指しつつ、ふじみ野市の緑の特性を踏
まえ、これまでの方針を継承し、以下の３つの方針を設定します。 
 
 
ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 及びふじみ野市都市計画マスタープランにおける将来
像と共通している目標 

 

「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」 
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２ 方針                                   
市の将来像を実現するため、“風土と歴史を継承する緑”“創造する緑”“市民と共に育てる緑”と
いう３つの基本方針を設定します。 

１）“風土と歴史を継承する緑”に関わる方針 
 

方針 市民が誇りを持てる「ふじみ野らしさ」を形成する緑の保全を図ります。 

施策 
骨格となる緑の保全と継承 
固有の緑の文化・歴史の保全・継承 
生物多様性空間の保全 

 
武蔵野の雑木林を残し埼玉県のふるさとの緑の景観地に指定されている「八丁ふるさとの緑の
景観地」や「武蔵野ふるさとの緑の景観地」、特別緑地保全地区に指定されている「権現山古墳群」
や「大井弁天の森」、緑豊かな新河岸川沿岸の緑地公園と福岡河岸記念館等は、都市の骨格となる
緑や歴史であり、ふじみ野らしさを形成し、土地の記憶を継承しています。 
また、旧川越街道の面影や社寺林、屋敷林等も本市の歴史・文化を将来へつなげる重要な緑と
なっています。 
こうした緑は、生活環境の保全や防災等の市民生活の向上につながり、生物多様性の保全等に
も寄与することから、保全を図ります。 
 

 

風土と歴史を継承する緑に関連の深い緑 
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２）“創造する緑”に関わる方針 
 

方針 
点・線・面の３つの視点に立った緑の連続性を確保することで、心安らぐ
空間と活動の場となる緑のネットワークを創出します。 

施策 
公園・緑地等の施設整備 
まちなみ景観整備 

 

本市の魅力ある緑、水辺などの自然や歴史的な景観を有する場所をつなぐ緑のネットワークを
創出します。具体的には、市民活動の活発化、生活環境向上の為、レクリエーションや防災の機
能を有する公園、緑地、日々利用される道路の緑化を行います。また、近年では、植栽してから
かなりの年月が経過している老木も増えてきていることから、樹木の更新を行います。 
その結果として、人の行きかう場所には緑が増え、四季折々の風景がより楽しめるようになり、
市内景観が向上することで本市のイメージアップにもつながります。 
さらに、緑のネットワークが創出されることにより、緑に沿ったウォーキング等、市民の活動
の幅が広がるため、まちの活性化につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

創造する緑に関連の深い緑 
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３）“市民と共に育てる緑”に関わる方針 
 

方針 
行政、自治組織、愛護会、ボランティア、各種団体、企業との協働で緑を
育てるために、必要な仕組みを充実させます。 

施策 
緑に関する制度の活用と普及 
協働による緑化推進 
緑に関する広報 

 
人々が心地よさを感じることのできる質の高い緑を増やし、豊かで住み続けたいまちにする
ためには、緑を守り、育てていく活動が必要となります。そのためには行政だけではなく、自
治組織、愛護会（公園等愛護会）、ボランティア、各種団体、企業といった緑を守り育ててくれ
る市民との協働が重要です。 
より充実した協働に向けて、行政と緑を守り育てる市民とのつながりを維持発展させるため
には、人と人とのつながりを作ることが重要です。 
そこで、緑を守り育てる人同士が直接コミュニケーションをとり、協力し活動できるような
仕組みを充実させることで、緑を守り育てる人のネットワーク形成を目指します。 
そして、ホームページや市報等を活用し、緑に関する情報発信を行います。 

 

 

 

 

 

行政とのつながりはあるが、 

自治組織、愛護会、ボランテ

ィア、各種団体、企業同士で

のつながりがない 

行政も含めた自治組織、愛

護会、ボランティア、各種

団体、企業同士でのつなが

りを強化する 

 

行政 

企業 自治
組織 

ボラン
ティア 

各種 
団体 
 

愛護
会 
 

つながりのイメージ図 

行政 

企業 自治
組織 

ボラン
ティア 

各種 
団体 

愛護
会 
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【コラム】 ふじみ野市ゼロカーボンシティ宣言 

ふじみ野市では、令和 32年（2050 年）までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ふじ

み野市ゼロカーボンシティ宣言」を令和 4年（2022 年）10月 1 日に行いました。 

 

ゼロカーボンシティとは？ 

環境省では「2050 年に二酸化炭素実質排出量をゼロにすることを目指す旨を首長自らが

又は地方自治体として公表した地方自治体」を「ゼロカーボンシティ」と定義しています。 

「実質排出量をゼロにする」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの人為的な発

生源による排出量と、森林等の吸収源による除去量との間の均衡を達成すること、とされ

ています（環境省ホームページより）。 
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３ 3つの方針をふまえた全体計画のイメージ像                 

 ３つの方針をふまえた全体計画のイメージ像は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■水と緑の拠点 
八丁地区から川越市境に連なる緑地帯、大井弁天の森に連なる緑地
帯、東部地域を流れる新河岸川及び川崎地区や下福岡地区を流れる旧
新河岸川沿いの親水空間や新河岸川沿いの斜面緑地などは、良好な水
辺や緑地を形成しており本市の都市環境にとって貴重な資源となっ
ています。これらを「水と緑の拠点」として保全・整備します。また、
観光資源や市の魅力を高める資源等としての活用を推進します。 
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■水と緑の骨格軸 
「水と緑の拠点」間をつなぐ「水と緑の骨格軸」を形成していきます。 

 
 

■緑のネットワーク 
水辺や緑地と、市内の主要な公園や緑地を、歩行者空間の緑化や街路
樹による緑化などにより連絡し、緑のネットワークを形成していきます。 
連続性の高い貴重な緑である福岡江川緑道等について適正な維持管
理を続け、街路樹などでは必要に応じ樹種の変更等を検討します。 

 

■まちの緑の拠点（概ね１万㎡以上の公園や緑地） 
都市公園や緑地、樹林地、社寺境内地など、多彩な緑の特性に応じて、
自治組織・愛護会・ボランティア・各種団体・企業・行政が各々協力し
て計画的に保全・創出するとともに、適切に維持管理・活用を図り、自
然環境と共生する快適な都市環境を形成していきます。 
 

 
 
  

参考：都市計画マスタープラン・みどりと水辺のまちづくり方針図 
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４ 施策の体系図                               
『市の将来像』を実現するため、「風土と歴史を継承する緑」「創造する緑」「市民と共に育てる
緑」の３つの緑に沿った施策の体系を次図のとおり設定します。 
また、市の将来像の実現を目指して、本計画を進めていくことは、「SDGs」の達成にも貢献す
るものであるため、取組みを進めます。 
 

  

１）骨格となる緑の保全と継承 

２）固有の緑の文化・歴史の保全・継承 

３）生物多様性空間の保全 

１）公園・緑地等の施設整備 
 

２）まちなみ景観整備 

１）緑に関する制度の活用と普及 

２）協働による緑化推進 

３）緑に関する広報 

人
が
つ
な
が
る 
豊
か
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち 
ふ
じ
み
野 

市
の
将
来
像 

Ｓ
Ｄ
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へ
も
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（２）大井弁天の森（斜面林の緑）の保全・継承 

（１）ふるさとの緑の景観地の保全と継承 

（１）旧川越街道の歴史的景観の保全と継承 

（２）社寺林、保存樹木等、土地の風土を代表する景観の保全と継承 

（１）新河岸川及びその周辺の環境保全 

（２）農業景観・環境の保全 

（１）公園・緑地の配置計画と整備 

（３）権現山古墳群、福岡河岸記念館、緑地公園の歴史空間としての保全 

（１）道路緑化の推進と緑の連続性の確保 

（３）民有地緑化の推進 
 

（２）公共公益施設の緑化の推進 

（１）緑に関する制度の活用 

（２）緑の普及活動の推進 

（１）愛護会・ボランティア団体との協働体制の強化 

（３）緑の財源の確保 

（１）広報の実施 

（２）民間事業者との協働体制の強化 

（３）生物多様性への配慮 

（２）公園・緑地の維持管理と活用促進 
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本計画の目標年次は、令和１４年度末（2032 年度）とします。 

５ 目標年次                                 
 

 
 

本計画は、20年後の本市の緑の将来像を見据えつつ、緑の基本計画の策定を行うもので、平成
25 年にスタートしました。10 年が経過した本年、緑に関する社会動向の整理や上位関連計画の
改定を踏まえて、計画の時点修正を実施いたしました。今後は、これまでと同様、緑の将来像に
対する計画の経過確認を 5年ごとに行い、10 年後に計画の見直しを実施します。 
Ｈ２５年度 
（２０１３年度） 

Ｈ２９年度 
（２０１７年度） 

Ｒ４年度 
（２０２２年度） 

Ｒ９年度 
（２０２７年度） 

Ｒ１４年度 
（２０３２年度） 

計画スタート 経過確認 時点修正 経過確認 将来像の見直し 

 

６ 計画実現に向けての視点と目標                       

１）緑被率 
本計画の緑被調査（P23）から、現在の本市の緑被率は２７．２％となっています。この緑被率
の内訳は、市街化区域では１０．２％、市街化調整区域は５３．６％となっています。平成 25 年
度（2013 年度）の目標設定では、この緑被率を令和 14年度（2032 年度）末までに４０％として
いました。しかしながら、宅地の増加や、開発の需要の高まりとともに緑被率は減少しています。
開発の需要は今後も高い水準で見込まれているため、今回の目標値は現在の緑被率の維持としま
す。 

緑被率 ＝２７．２％（維持） 

２）公園等の面積 
改定前の目標は、一人あたりの公園面積５．０㎡／人としていました。そして、現時点におけ
る一人あたりの公園面積は３．５㎡／人となっています。この目標は、全国の国営公園や県営公
園等の広大な公園を含んだ都市と規模を同じくした目標となっていました。また、今後１０年の
間に市の人口は減少していくという予想がされており、この目標を継続することは適切ではない
と判断し、新しい目標を立てることとしました。 
市内には、借地による公園や緑地も残されており、返還により公園等の面積（公園、緑地、緑
道の合計面積：施設緑地（P27）を参照）が減少する可能性があります。そして、令和元年度には
ふじみ野市第２運動公園、令和 2年度（2020 年度）にはふじみ野市運動公園の整備が完了し、当
市の大型公園の整備計画は達成されました。以上のことから、今後 10 年間の目標は、現在の公
園等の面積である３９．５万㎡の面積の維持を図り、現在の生活環境を保つこととします。 
 

公園等の面積 ＝ ３９．５万㎡（維持） 
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Ⅶ 施策方針                           

１ 風土と歴史を継承する緑                          

１）骨格となる緑の保全と継承 

（１）ふるさとの緑の景観地の保全と継承 

市内には、八丁ふるさとの緑の景観地や武蔵野ふるさとの緑の景観地があります。 
比較的まとまった樹林地が残存しており、西八丁緑地など近隣に農地がある場所などは、
武蔵野の農村の趣を残しています。一方で開発が進み工場や住宅地も増えてきています。生
物多様性の維持や良好な景観を守る為にも樹林地の維持や適切な管理が求められています。 
 

●埼玉県の「ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例※」に基づき継続した取組みを
行います。 
●埼玉県と樹林地の保全や活用に関して意見交換や研究を行うことで、首都近郊
に残された貴重な武蔵野の景観の次世代への継承を目指します。 
●西八丁緑地は定期的な維持管理活動や、愛護会活動を支援することなどにより、
樹林地の保全を図ります。 
●緑地内に投棄されたゴミの回収や不法投棄防止パトロール等、廃棄物問題に対
し、関係機関との連携をより高めます。 
●従来から継続している緑の管理協定制度の維持を図るとともに、地域住民や愛
護会活動と協働した落ち葉掃き、下草刈り、間伐、更新など、状況に応じた適
切な維持管理を行い、緑の量の維持を図ります。 
 
●ふじみ野市みどりの条例や開発行為等指導要綱※に基づき、工場などの緑化を
推進することにより、企業が主体となった緑豊かな地域づくりを目指します。 
 

  

行政 

八丁ふるさとの緑の景観地（川越市側から望む） 西八丁緑地 

行政と 
市民の 
協働 

行政と 
企業の 
協働 
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（２）大井弁天の森（斜面林の緑）の保全・継承 

大井弁天の森は、斜面林や雑木林等の自然環境がまとまって残る場所であり、開発が進む周
辺部の市街地の中で、貴重な樹林地となっております。また、なんぽの道、東原親水公園と一
体的に利用が可能な水と緑の空間を有しています。 

 
 
●この地域は、緑の骨格となる特に重要性の高い緑地であり、都市緑地法に基づ
く特別緑地保全地区として、自然に近い状態での維持管理に努めます。 
●大井弁天の森には、かつて住民から親しまれていた「大井弁天」が祀られてい
ました。ふじみ野の歴史のひとつとして森の名前とともに継承していきます。 
 
 
●落ち葉掃き、下草刈り、間伐、更新など、状況に応じた適切な維持管理を行い、
緑の量の維持を図ります。また、愛護会の設立などに向けて、地域住民に対し
て周知を図ります。 
●斜面林や池、砂川堀等の水辺を活かした良好な緑地と、身近な緑のある地域づ
くりを推進します。

砂川堀 

東原親水公園 大井弁天の森 

砂川堀 

 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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２）固有の緑の文化・歴史の保全・継承 

（１）旧川越街道の歴史的景観の保全と継承 

一里塚や大井宿などは旧川越街道の面影を残し、また地蔵院の桜などは本市の歴史を見つ
めてきた代表的な緑となっています。 

●歴史的な景観を将来へ継承していくべき地域については、地域と歴史資源、緑
のあり方について、文化財保存活用地域計画等の中で検討を行います。 
●本市の歴史的な景観や風土を未来
につなぐため、文化財保存活用地域
計画の策定に向けての検討を行い
ます。 
●市指定天然記念物となる樹木の保
全を図るとともに、地権者や地域と
協働で本地域の緑の保全手法等に
ついて検討を行います。 
●行政と地域住民が協働する維持管
理を行います。 

（２）社寺林、保存樹木等、土地の風土を代表する景観の保全と継承 

市には、社寺林や保存樹木が多数あります。これらは、地域の風土をあらわすと共に、地
域のランドマーク※となっています。 

●緑地保護地区に指定されている社寺林や保存樹木は、本市の風土を伝える重要
な資源として、地権者との協力のもと維持を図ります。 
●本市の歴史的な景観や風土を未来につなぐため、文化財保存活用地域計画の策
定に向けての検討を行います。 
 
●地権者や地域と協働で緑の保全手法等について検討を行います。 
●行政と地域住民が協働する維持管理を行います。 
 

 

 

大井氷川神社 長宮氷川神社 

地蔵院しだれ桜 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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３）生物多様性空間の保全 

（１）新河岸川及びその周辺の環境保全 

新河岸川やそこに注ぎ込む福岡江川などの水辺空間には、ミクリなどの貴重な水生植物や
ウグイなどの魚類、カワセミなどの鳥類など、水辺環境を好む生き物が見られます。この地
域には、福岡江川下流の湧水群があり、また、新河岸川周辺の斜面林など豊かな自然環境が
残っています。 

 
●新河岸川の美化活動やイベント事業などを通して、地域の人々や各種団体と協
働した維持管理を行うとともに、市民に親しまれる水辺の創出に努めます。水
と緑の空間を利用したレクリエーションや、防災等の機能を有する重要な緑地
として保全するための取組みを展開していきます。 
●東部地域を流れる新河岸川及び川崎地区や下福岡地区を流れる旧新河岸川沿
い周辺は、貴重な親水空間であり、地域生活へのうるおいや水生生物の生息環
境に配慮した水辺空間づくりに努めます。 
●貴重なまとまった緑と斜面林をもつ緑地公園の環境を保全する為、市民からの
目撃情報をもとに、近年増加している外来生物※への対策を検討しながら適切
に維持管理を行っていきます。 
●現在の水と緑を可能な限り保全するため、県、市、地域住民、各種団体との協
働で、除草清掃等適切な維持管理を継続していきます。

新河岸川 

福岡江川緑道 

新河岸川と斜面林 

福岡江川 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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（２）農業景観・環境の保全 

東部地域では、旧新河岸川沿いに広がる農地（水田）が広がり、西部地域では、三芳町か
らつながる畑地を中心とした農村風景の広がりが見られます。また、市街化区域内に点在す
る農地は、近郊型農業の特性を有しています。 

 
●生産緑地及び特定生産緑地※の指定や制度の周知などを行うことで、貴重な都
市農地の保全を図り、市街地の景観の向上や環境の保全に努めます。生産緑地
制度の活用等により、農地の保全に努めます。 
●農地は食糧を供給する役割だけでなく、自然環境の保全、良好な景観の形成、
文化の継承など様々な役割を有していることから、地産地消の推進や環境学習
の場としての農地の活用などを幅広く検討し、将来にわたる農地の有効活用に
努めます。 
 
●市民農園の貸し出しをより推進すると共に、良好な農地の保全と市民の農業へ
の理解を深めます。 
 

三角農業景観 

亀久保農業景観 八丁ふるさとの緑の景観地付近農業景観 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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（３）生物多様性への配慮 

本市の樹林地や農地、水辺等には多種多様な生き物が生息しています。生物多様性の確保
の観点から、動植物の生息地又は生育地としての緑の規模や連続性等を考慮した緑を配置し、
これらの緑による有機的なネットワークの形成を図ることが望ましいとされています。また、
特定外来生物※など、生態系に悪影響を与える種について、適切な対応が求められます。 

 
●緑は、人の良好な生活環境として重要な要素であるとともに、多様で豊かな生
物が生きる場でもあります。このため、緑の保全・創出に努めるとともに、「ふ
じみ野市環境基本計画」に基づいて、自然環境を育む生物共生空間の保全に努
めます。 
●新河岸川などでは、継続的な生物調査を実施して、生物生息環境の経年変化の
把握に努めます。 
●福岡江川緑道や街路樹を適切に維持管理することにより市内の緑のネットワ
ークの充実を目指します。 
●カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌により、コナラ等が枯れる伝染病であ
るナラ枯れ対策について、埼玉県と連携しながら適切な対策を図ります。  
 
●緑の保全活動や清掃活動の支援等、市民と協働で市内の緑を維持管理していき
ます。 
●特定外来生物について、市民から寄せられた目撃情報をもとに、埼玉県の防除
計画に基づき、捕獲し、駆除します。 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

生物多様性が豊かな都市のイメージ 

資料：生物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引き 
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２ 創造する緑                                

１）公園・緑地等の施設整備 

（１）公園・緑地の配置計画と整備 

市内には、４３箇所(約２０．6万㎡) の都市公園が設置されています。また、この他に４
箇所の都市緑地（約４．９万㎡）と１２０箇所のその他の公園・緑地等（約１４．０万㎡）
があります。公園・緑地は、都市環境を向上し、市民活動拠点や憩いの場となります。また
延焼防止など防災機能を有し、震災時には一時避難や、復旧・復興の拠点ともなります。 

 
●市民が親しみを持って快適に利用できる公園の配置・整備を計画的に進めます。
また、地域バランスに配慮した公園の整備と市街地の緑化を推進し、緑のネッ
トワーク化を図ります。 
●市街化が進み、緑やオープンスペースが少ない地域では、建築物の建替や再開
発の際に新たな緑の創出について協力を要請していきます。また、大規模な工
場や住宅地の開発の際には、関係法令に基づき新たな緑の創出を行い、保全し
ていきます。 
●借地公園等の制度を活用しながら、身近な公園※の充足に努めるとともに、必
要に応じ用地取得に努め、公園の担保性の向上を図ります。 
●市内には老朽化した公園が多く存在するため、公園の計画的なリニューアルを
継続します。公園のリニューアルに際しては、誰でも利用しやすい公園となる
よう、ユニバーサルデザイン※等の導入に努めます。 
●公園・緑地の整備にあたっては、多様化する利用者のニーズに応えて魅力的な
公園とするため、市民参加による維持管理、運営、整備などを進めていきます。 
●植栽してからかなりの年月が経過している老木については、公園等愛護会等の
樹種の希望を取り入れながら、樹木の更新を行います。 

西ノ原中央公園 西中央公園 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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 （２）公園・緑地の維持管理と活用促進 

    公園・緑地は幅広い世代の方が利用するものであり、安全・安心の確保が重要です。また、
利用者のニーズも多様化していることから、それに応えられるよう魅力的なものが求められ
ています。 

 
●公園利用者の安全・安心を確保し、公園に設置されている遊具などの安全点検
を実施し、計画的に改修を行います。また、老木化・大木化の進む公園の樹木
の適切な維持管理対策について検討します。 
●維持管理の際に出た枝葉の有効利用に努めます。 
●効率的な管理運営を行いながら、多様な市民ニーズにも対応するため、指定管
理者制度の導入等、民間活力の導入を検討します。 
●公園・緑地の整備にあたっては、多様化する利用者のニーズに応えて魅力的な
ものとするため、市民参加による維持管理、運営、整備などを進めていきます。
また、必要に応じて公園協議会等の設立について検討します。 
●公園等愛護会をはじめとした市民団体やボランティアと市の協働体制を強化
し、公園・緑地の適正な維持管理を行います。 
 

愛護会と市の協働活動（花植え） 

行政と 
市民の 
協働 

行政 

福岡中央公園 遊具安全点検状況 

愛護会による清掃活動 
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（３）権現山古墳群、福岡河岸記念館、緑地公園の歴史空間としての保全 

権現山古墳群は、古墳時代に武蔵野台地が新河岸川と接する崖の上の見晴らしの良い場所
に造られた古墳であり、特別緑地保全地区として指定を受けています。そこに隣接する新河
岸川と福岡河岸記念館は、舟運の歴史として明治時代の船問屋の様子を伝える貴重な文化遺
産となっており、埼玉県内で初めて景観重要建造物として指定を受けています。 

 
●歴史・文化を有する権現山古墳群、福岡河岸記念館等の保全を考慮に入れた、
文化財保存活用地域計画の策定に向けて、検討を行います。 
●近年被害が著しい特定外来生物への対応を検討しつつ、新河岸川周辺の緑地公
園や権現山古墳群の豊かな自然環境の適切な維持管理を継続していきます。 
 
 ●新河岸川周辺は舟運の風情を残す空間であり、 
これを保全するため、県、市、地域住民、各種団 
体との協働で、除草清掃等適切な維持管理を継 
続していきます。

権現山古墳群 新河岸川と緑地公園 

福岡河岸記念館 

 

新河岸川と緑地公園の遊歩道 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

新河岸川清掃イベント 
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２）まちなみ景観整備 

（１）道路緑化の推進と緑の連続性の確保 

市内には桜並木や銀杏並木など、多様な街路樹の通りがあり、季節の移り変わりを感じる
ことができます。また、街路樹はヒートアイランド現象の緩和や、排気ガスによる大気汚染、
交通による騒音の軽減など重要な役割を有しています。 

 
●本計画に沿って、「埼玉県街路樹マネジメント方針」等を参考に、（仮称）ふじ
み野市街路樹維持管理の方針と運用について定め、計画的に街路樹の管理を行
います。 
●街路樹は、市内の連続した緑のネットワークづくりの必要不可欠な要素である
ため、立枯れ等の箇所には補植、高木植栽が不可能な箇所には、低木・地被類
等の植栽による緑のネットワークづくりを目指します。 
●街路樹の剪定等については、地域要望等も考慮しつつ、景観等を勘案し計画的
な剪定等に努めます。 
●剪定等で出た枝葉の有効利用に努めます。 
●道路アダプト制度※の普及啓発を行うとともに、地域住民を中心とした道路サ
ポーターズ※による道路美化活動の継続を支援します。また、道路美化につい
ての啓発活動を継続します。 
●自治組織やふじみ野市花いっぱい運動推進委員会※、道路サポーターズ等多様
な主体と連携しつつ、地域コミュニティ活動の一環として花いっぱい運動を推
進します。 
●街路樹の落葉やごみの清掃等、行政と市民の協働による美化運動を推進します。 
●自治組織や地域クリーン推進員を中心とした地域環境美化活動を推進し支援
します。

３・４・４３上野台中央線 

 

県道東大久保・ふじみ野線 

 

主要地方道さいたま・ふじみ野・所沢線 

 

３・４・４４福岡線慶珍塚交差点 

 

行政 

行政と 
市民の 
協働 
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（２）公共公益施設※の緑化の推進 

多くの人が訪れる市の庁舎等の公共公益施設における緑はまちの印象を高める重要な要
素となります。公共公益施設の立地状況、利用者ニーズに配慮しつつ、適切な緑化を進めて
いきます。 

 
●公共公益施設は、市民の生活を豊かにするものとして設置されています。施設
内の花壇では季節の花々や美しい緑などを維持することで市民の癒しの空間
となることを目指します。 
●公共公益施設は、まちの緑化のモデルとなるよう、芝生駐車場や生け垣等を導
入し、機能や用途を満たしつつ、周囲の景観に配慮します。 
 
●公共公益施設においては、緑のカーテン※や花壇の設置、季節の花々の植栽等、
市民との協働による緑の管理に努めます。  

行政 

行政と 
市民の 
協働 

市庁舎（本庁） 

 

芝生駐車場（本庁） 

 

ポケットパーク（第３庁舎前） 

 

緑のカーテン（本庁） 
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（３）民有地緑化の推進  
 
本市には区画整理事業※の実施や、地区計画※の設定等、行政と民間団体等が連携し景観に
配慮した取組を行った事例が多くあります。 
また、生け垣設置補助金や開発行為における緑化の基準等を定め、民有地緑化推進に努め
ています。 
 

●地区計画等の制度の活用による景観への配慮や緑化の推進など、様々な方法に
よるまちづくりを計画的に進めていきます。 
 
●開発相談の際に緑化指導を実施し、緑化の維持発展を促進します。 
●開発行為等指導要綱による緑化基準を満たすよう、必要に応じて行政指導を行
います。 
 
●生け垣設置補助金の制度を周知し、接道緑化※を推進していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市道 E-12 号線 

 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

上野台地区地区計画 

 

行政と 
企業の 
協働 

商業施設の緑化 

 

事業所の緑化 
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３ 市民と共に育てる緑                           

１）緑に関する制度の活用と普及 

（１）緑に関する制度の活用 

本市では、様々な「緑」に関する活動が行われており、それを制度化し、支援しています。
公園等で「緑」に関する活動を行うことで、地域への愛着を増すことが期待できます。また、
市街地では確保が難しい緑化空間を公共公益施設等で提供しており、緑を身近に感じられる
場となっています。 

 
●公園利用者が公園の維持管理に関わり、よりよい公園を作っていけるよう公園
等愛護会の活動を支援していきます。 
●公園等愛護会の主旨や目的を積極的に市民に広報し、公園等愛護会活動参加者
を募ります。また、公園等愛護会の新規設立に努めます。 
 
●公園の一角（花壇等含む）に、コミュニティガーデンとなる市民参加型植栽及
び維持管理空間を提供します。また、市民や対象地域の住民と協議の上、市民
が望む草花等の植栽や手入れを行うことを推進します。 
●花の種や苗木等を市民に配布することで緑化活動を推進します。 
 
●環境活動団体との協働により、 
ゴーヤ等植物の苗を市民・事業 
者に配布することで緑のカーテ 
ンの設置を促します。 

 

 

滝・長宮公園の花壇 ゴーヤの苗配布状況 

行政 

行政と 
企業と 
市民の 
協働 

行政と 
市民の 
協働 

大原公園の花壇 
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（２）緑の普及活動の推進 

緑の普及のため、緑のカーテンコンテストや花いっぱい運動コンクール等を実施します。 
 
●緑のカーテンの普及促進のため、ゴーヤの苗等の配布を継続します。 
●市民が育てた緑のカーテンコンテストを実施します。 
●公園等愛護会や自治組織などに花の苗を配布し、協働で花植えを行います。 
●花いっぱい運動では、花いっぱい運動コンクールや花風景写真コンテストを実
施します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）緑の財源の確保 

緑の財源の確保として、市が行う緑の基金※や埼玉県が行う緑の募金※といった制度があり
ます。 
 

●緑の基金の普及の検討を行います。緑の基金の活用により、緑地公園や大井
弁天の森等の保全を実施しており、市内の巨木や斜面林の保全を目指します。 
 
●市民に対して、緑の基金や緑の募金への寄付を募ります。 

  

苗の配布 

緑のカーテン（西原小学校） 

行政と 
市民の 
協働 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

 ご協力お願いします 

花いっぱい運動（本庁） 

花いっぱい運動（本庁） 
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２）協働による緑化推進 

（１）愛護会・ボランティア団体との協働体制の強化 

本市には、公園等を市民が快適に安心して利用できるようにするため、除草・清掃などの
維持管理作業の一部を行っている公園等愛護会が４０団体あります。これらの公園等愛護会
は、自治組織やボランティアなど様々な人々により結成され、「地域の公園は地域の手で守り
育てよう」という呼びかけのもと、清掃・除草や花壇・樹木の手入れ、落ち葉掃き、利用者
へのマナー啓発などの活動を行っています。 

 
●公園等愛護会活動がより円滑で効率的に行われるよう、活動に必要な道具の配
布や、報償金の交付、愛護会では難しい作業の支援等を継続して行います。 
 
●花苗等を配布し、一緒に花植え等を行い、協働のまちづくりを推進します。 
●市は、各公園等愛護会の活動内容と活動状況を把握し、要望に応じ、記念式典
開催の支援等を行うなど柔軟な支援を継続します。 
●市内で活動している公園等愛護会や自治組織等との連携を深めるだけでなく、
公園等愛護会同士の交流とお互いの活動の内容について情報交換できる場を
設けます。 
 

（２）民間事業者との協働体制の強化 

市内では大規模な宅地や工場等の開発が行われています。開発される際には、敷地内緑化
について、企業側と連携を図り、できる限り緑の創出に努めています。 

 
 
●開発の際の緑化に関連する情報
等についてホームページ等を通
じて提供します。 
 
●開発が行われる際、できる限り
の緑化を確保してもらうため、
具体的な計画が決まる前の段階
から、緑に関する情報を伝える
等、企業と連携を図ります。 
 

  

事業所の緑化 

 

行政 

行政と 
市民の 
協働 

行政 

行政と 
企業の 
協働 
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３）緑に関する広報 

（１）広報の実施 

ホームページや市報等を活用し、市民や事業者に対して緑に関する情報を発信しています。
また、看板の設置により、利用者の安全とマナーに関する掲示を行っています。 

 
●公園利用のルールや流水施設の稼働についてなど緑に関する情報を発信して
います。 
●市内で活動を行っている環境団体の紹介や特定外来生物等の注意喚起を行っ
ています。 
●市指定の天然記念物の樹木や史跡など、ふじみ野市の緑と歴史についての情報
を掲載しています。 
●「緑の散策マップ」等を作成し、緑の活用方法について提案を行います。 
 
●公園等愛護会が作成する広報チラシについての相談や支援等を行います。 
●公園等愛護会の新規設立についての呼びかけを行い、相談を受ける等支援を行
います。 
  

行政 

行政と 
市民の 
協働 

ふじみ野市ホームページ（公園緑地課公園緑地係） 

 

ホームページ QRコード 

 

ルール周知看板の例 
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Ⅷ 地域別方針                          

１）地域区分 
本計画は、地域毎の特性に応じた「ふじみ野市都市計画マスタープラン」(令和 2 年 3 月)のま
ちづくり方針と整合を図るため以下の 4つの地域ごとに方針を定めます。ただし、緑の基本計画
（平成 25 年３月）策定時から現在の緑被率の変化を確認する為、当時の地域区分においても緑
被率の確認を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

各地域の区域面積は以下のとおりです。 
 

地域名 面積 
ふじみ野市全域 １４６４．０万㎡ 
東部地域 ３６９．５万㎡ 
上福岡駅周辺地域 ３１７．１万㎡ 
ふじみ野駅周辺地域 ２１７．７万㎡ 
西部地域 ５５９．７万㎡ 

 

 

地域区分図 
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２）区域別の特徴と緑の現状 

（１）東部地域 
地域西部の大原地区、清見地区では住宅市街地が形成されていますが、川崎地区の一部には
まとまった農地があります。地域中央部には産業施設や大型商業施設が位置し、地域東部では
福岡地区にまとまった農地が広がっているほか、新河岸川や斜面林など豊かな自然環境が保全
されています。また、土地区画整理事業が実施されているなど発展が著しい地域でもあります。
さらに権現山古墳群や福岡河岸記念館のような歴史資源、新河岸川や緑地公園、福岡江川の湧
水に代表されるような環境資源、ふじみ野市運動公園のような活動拠点も有しています。 
東部地域の緑被面積は１５０．0万㎡であり、緑被率は、４０．6％となっています。このう
ち市街化区域の緑被面積は２０．６万㎡、緑被率は、１３．５％です。市街化調整区域の緑被
面積は１２９．４万㎡、緑被率は５９．７％です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）上福岡駅周辺地域 
上福岡駅を中心とした商業・業務施設や公共公益施設の集積地周辺に、住宅市街地が広がって
います。上福岡駅西口では、市街地再開発事業による大型商業施設が開設されています。 
また、福岡中央公園や西中央公園のような市民の憩いの場となる公園を有していますが、市内
で市街化が最も進んでいる地域であり、新たな「緑」の創出が非常に困難な地域となっています。 
上福岡周辺地域は全域が市街化区域となっています。緑被面積は１９．０万㎡であり、緑被率
は６．０％となっています。 
 
 
 

 

区域 緑被面積 緑被率 
全域 １５０．０万㎡ ４０．６％ 
市街化区域 ２０．６万㎡ １３．５％ 
市街化調整区域 １２９．４万㎡ ５９．７％ 

 

区域 緑被面積 緑被率 
全域 １９．０万㎡ ６．０％ 
市街化区域 １９．０万㎡ ６．０％ 
市街化調整区域 － － 

 

新河岸川 

福岡中央公園 
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（３）ふじみ野駅周辺地域 
ふじみ野駅周辺は、大型商業施設が展開しており、富士見市の市街地と一体となった住宅密集
地です。本地域内では土地区画整理事業によって整備された公園や道路が多く存在します。 
また、大井東台地区にはまとまった農地がみられるほか、大井弁天の森には、斜面林や雑木林
等の貴重な自然環境が残っています。 
ふじみ野駅周辺地域の緑被面積は４９．０万㎡であり、緑被率は２２．５％となっています。
このうち市街化区域の緑被面積は２５．６万㎡、緑被率は１４．３％です。市街化調整区域の緑
被面積は２３．３万㎡、緑被率は６０．７％です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）西部地域 
大井総合支所周辺には公共公益施設が集積しています。亀久保大野原地区では産業施設が、
川越街道沿道や西鶴ケ岡地区には商業・業務施設が立地しています。 
地域内にはまとまった農地や樹林地も多く残され、ふるさとの緑の景観地が埼玉県により指
定されています。 
西部地域の緑被面積は１８０．８万㎡であり、緑被率は３２．３％となっています。このう
ち市街化区域の緑被面積は２５．1 万㎡、緑被率は１０．５％です。市街化調整区域の緑被面
積は１５５．７万㎡、緑被率は４８．６％です。 
 
 
  

区域 緑被面積 緑被率 
全域 ４９．０万㎡ ２２．５％ 
市街化区域 ２５．６万㎡ １４．３％ 
市街化調整区域 ２３．３万㎡ ６０．７％ 

 

区域 緑被面積 緑被率 
全域 １８０．８万㎡ ３２．３％ 
市街化区域 ２５．１万㎡ １０．５％ 
市街化調整区域 １５５．７万㎡ ４８．６％ 

 

大井弁天の森 

八丁ふるさとの緑の景観地 
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３）各地域の方針 
１ 東部地域                    
 

１）方針 

 
産業の発展、市民の健康づくり、歴史への理解及び自然環境など調和がとれた整備を目指
します。 
 

２）地域の重点的な取組み 

 
事業名 公園・緑地のリニューアル ＮＯ. 東-1 

事業目的 公園・緑地の老朽化対策 

事業内容 市内には老朽化した公園・緑地が多くあることから、地域の実情に合わせ時代に合った公園・緑地にリニューアルをしていきます。 
 
事業名 歴史資源の利用に関わる整備 ＮＯ. 東-2 
事業目的 歴史資源の保全と活用 

事業内容 
権現山古墳群、福岡河岸記念館、新河岸川一帯の歴史資源については、文化財保
存活用地域計画の策定に向けて、検討を実施します。併せて近年著しい、特定外
来生物や病害虫等の被害にも対応した環境保全を目指していきます。 

 
事業名 水辺環境調査 ＮＯ. 東-3 
事業目的 水辺環境の把握・保全 

事業内容 
新河岸川の水質調査を定期的に実施し、状況把握を行います。また、新河岸川沿
いの斜面林を保全するため、樹木の伐採等維持管理を実施し、自然環境の保全に
努めます。 

 
事業名 農地や民有地の良好な緑の保全 ＮＯ. 東-4 
事業目的 農地や民有地の緑の保全 

事業内容 生産緑地、保存樹木等の制度を周知し、現在指定している箇所の継続や追加指定に努めます。 
 
事業名 運動公園の活用 ＮＯ. 東-5 

事業目的 市民の健康増進・レクリエーション・防災 

事業内容 
運動公園や第２運動公園をスポーツ、レクリエーション、市民交流の場として活
用し、健康づくりや楽しみの機会の創出を図ります。また、市民同士が交流する
ことでコミュニティ意識を高め、非常時に避難所としても活用します。 
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２ 上福岡駅周辺地域                 

１）方針 

 
市街化が進んだ地域での貴重な緑である公園や街路樹等の適切な維持管理や保全を行い、
防犯にも配慮した質の高い緑がある地域づくりを目指します。 
 

２）地域の重点的な取組み 

 

事業名 公園・緑地のリニューアル ＮＯ. 上-1 

事業目的 公園・緑地の老朽化対策 

事業内容 市内には老朽化した公園・緑地が多くあることから、地域の実情に合わせ時代に合った公園・緑地にリニューアルをしていきます。 

 

事業名 見通しのよい公園 ＮＯ. 上-２ 

事業目的 防犯・防災に配慮したまちづくり 

事業内容 
公園内樹木によって見通しが悪い箇所は、剪定や間伐を行うことにより安全、安
心に利用できる公園を目指します。 

 

事業名 新しい公園利用の発掘 ＮＯ. 上-３ 

事業目的 時代の変化に対応した、新しいレクリエーションの場の創出 

事業内容 
魅力あるまちづくりを行うため、キッチンカーやイベント等の新たな利用機会の
創出を目指します。 

 

事業名 新たな緑の創出 ＮＯ. 上-４ 

事業目的 緑の創出が難しい地域での緑化推進 

事業内容 
地域内に緑を創出するため、緑のカーテン、壁面緑化、屋上緑化等の推進の他、
環境活動団体と協働し、苗の配布等を行います。 
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３ ふじみ野駅周辺地域               

１）方針 

 
大井弁天の森や農地といった資源を保全し、豊かな緑の資源の有効活用と市民の生活に融
合した緑の地域づくりを目指します。 
 

２）地域の重点的な取組み 

 
事業名 公園・緑地のリニューアル ＮＯ. ふ-1 
事業目的 公園・緑地の老朽化対策 

事業内容 市内には老朽化した公園・緑地が多くあることから、地域の実情に合わせ時代に合った公園・緑地にリニューアルをしていきます。 
 
事業名 情報発信とマナーの向上 ＮＯ. ふ-2 
事業目的 緑の魅力の発信とマナーの周知 

事業内容 

この地域には、子どもに人気のロングスライダーなど遊具の多い西ノ原中央公園
や、おおい祭りで利用される東久保中央公園、健康づくりのため散歩などに利用
される大井弁天の森、なんぽの道、東原親水公園といった魅力ある施設が多くあ
ります。これらの施設の利活用について発信するとともに、利用者のマナーが向
上するように周知を図ります。 

 
事業名 大井弁天の森の保全 ＮＯ. ふ-3 
事業目的 特別緑地保全地区に指定された、まとまった緑を守る 

事業内容 
大井弁天の森は、市内でもまとまった緑が残る貴重な場所であり、また多くの動
植物が生息しています。この森を適切に維持管理し市民の憩いの空間確保に努め
ます。 

 
事業名 街路樹による緑のネットワーク ＮＯ. ふ-4 

事業目的 （仮称）ふじみ野市街路樹維持管理の方針と運用について定め、街路樹の適正な
維持管理と緑のネットワークを創出する 

事業内容 

街路樹の美しい街並みがあることは市民にとって「うるおい」や「やすらぎ」な
ど癒しの効果があります。特に市街化が進んだ地域にとっては、街路樹は貴重な
緑です。（仮称）ふじみ野市街路樹維持管理の方針と運用について定め、活用する
ことで、老木化や大木化が進む街路樹を適正に維持管理し、交通安全に配慮した
街路樹による美しい景観形成に努めます。 
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４ 西部地域                    

１）方針 

 
農地や雑木林など豊かな緑の保全を図るとともに、産業施設とも融合した地域づくりを目
指します。 
 

２）地域の重点的な取組み 

 

事業名 公園・緑地のリニューアル ＮＯ. 西-１ 

事業目的 公園・緑地の老朽化対策 

事業内容 市内には老朽化した公園・緑地が多くあることから、地域の実情に合わせ時代に合った公園・緑地にリニューアルをしていきます。 

 

事業名 農業の普及啓発 ＮＯ. 西-２ 

事業目的 農地の有効活用と普及啓発 

事業内容 

まとまった農地は農業生産資源、景観資源、災害時における避難所としても重要
なことから、農業委員・農地利用最適化推進委員と連携し保全を行います。 
また、次の世代へ農業に対する理解を深めるための農業体験や遊休農地の解消に
繋げるためにも、新たな市民農園の増設に努めます。 

 

事業名 亀久保大野原における緑化 ＮＯ. 西-３ 

事業目的 産業施設地における緑化 

事業内容 
開発の際に、できる限りの緑化を依頼し、設置及び維持管理が可能な緑化計画に
なるよう指導を行い、良好な緑の確保に努めます。 

 

事業名 雑木林の保全 ＮＯ. 西-４ 

事業目的 ふるさとの緑の景観地の有効利用 

事業内容 
雑木林は二酸化炭素の削減、農地への防風、雨水浸透など重要な役割をもってい
ることから、本地域にある貴重なまとまった緑の保全を図っていくとともに、県
と協力し、ふるさとの緑の景観地の有効活用について検討していきます。 
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Ⅸ.重点的取組                           

１ 緑化重点地区                               

１）緑化重点地区とは 

緑化重点地区とは、都市緑地法第４条第２項の中に示された「緑化地域以外の区域であって重
点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区及び当該地区における緑化の推進に関する事項」を指
します。 

２）緑化重点地区の設定 
本市の緑化重点地区は、都市における緑の重要性を考慮し、市街化区域全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）緑化重点地区の方針 
本市の現状では、新たな緑の創出が非常に困難な状況にあります。 
緑化重点地区では、「人と人」「歴史と都市」「環境と都市」の交流拠点として、相応しい緑あふ
れる空間形成を図ります。行政、自治組織、愛護会、ボランティア、各種団体、企業が協働して
「緑の創出」に努めるために、以下の３つの方針を定め、緑化を推進していきます。  

（１）質の高い緑の創出 
（２）上福岡駅前通線の緑化推進 
（３）防犯に配慮した緑化空間の確保 
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４）緑化重点地区の施策の展開 

（１）質の高い緑の創出 
① 公園整備 
景観に配慮した、居心地が良い、癒しある空間整備に努めます。また、安全に配慮した公
園整備を行います。 
② 開発行為等指導要綱、緑化基準等の見直し 
開発する敷地内においては緑の量を増加させ、現存する緑は維持する指針とします。 
③ 特殊緑化 
公共公益施設及び民間施設において壁面緑化や屋上緑化を推進するとともに、宅地内で特
殊緑化を行う場合は、分かりやすく、利用しやすい制度を設けます。 
④ 公園等愛護会 
公園等愛護会と協働して魅力ある公園づくりに取組みます。 
（２）上福岡駅前通線の緑化推進 
上福岡駅前通線は、上福岡駅、福岡中央公園、市役所、福岡河岸記念館、新河岸川といった、
ふじみ野市の「都市」と「歴史」をつなぐ特徴のある都市計画道路となっています。 
本都市計画道路を街路樹等の緑でつなぎ、水と緑のネットワーク軸を構築します。また、上
福岡駅と市役所を結ぶ区間は、特に人の交流の多い地域となることからメインロードとして位
置づけ、歩道の拡幅を行い緑あふれる歩行環境の保全を図ります。 
（３）防犯に配慮した緑化空間の確保 
人口が密集している地域では、密集していない地域に比べ犯罪発生件数が多い傾向にありま
す。市民が安全・安心に暮らせるように公園や街路樹は見通しがよい樹木の配置とし、また定
期的な剪定等適切な維持管理に努めます。 

  

福岡中央公園 
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2 公園・緑地の配置見直し計画                        

１）市内の公園・緑地等の状況 

市内には１０７箇所の公園と、３０箇
所の緑地、３０箇所の緑道があります。
これらの区分については、右表のとおり
となっています。自宅から目的地まで歩
いて 3～４分程度を「身近な距離」とす
ると、自宅から身近に歩いて行ける公園
までの距離は２５０ｍと想定できます。
市内における公園の配置と、公園を中心
に半径２５０ｍの範囲は下図のとおり
となり、市内の住宅地における身近な公
園の充足状況が分かります。 

 

  

区分 箇所数 面積 

都市公園 ４3 ２０．６万㎡ 

都市緑地 ４ ４．9万㎡ 

その他の公園 ６4 ５．８万㎡ 

緑地 

（都市計画未決定の緑地） 
２６ ６．０万㎡ 

緑道 ３０ ２．２万㎡ 

合計 １６７ ３９．５万㎡ 

身近な公園の充足状況 

資料：庁内資料（令和４年４月現在） 
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２）公園・緑地の配置計画の見直し 

（１）公園不足地への公園整備 

前図のとおり、市内の住宅地が隣接するエリアにおいて、公園が不足している地域には、必
要に応じて用地の取得や借地制度を利用し、新設公園の整備を行います。 

（２）公園の整理、統合、拡充 

公園が充足している地域でも、面積が非常に小さく同じ機能を持った公園同士が隣接してい
る地域が多数あります。地域にまとまった緑を確保することにより、地域の生活環境や生物多
様性空間の向上、災害時における一時避難所の確保、多様なレクリエーションへの対応、地域
景観の向上等につながります。面積が非常に小さく同じ機能を持った公園同士が隣接している
地域では、以下の方針で公園の整理、統合、拡充を行い、効果的に公園の機能を発揮できる公
園のリニューアルを行います。 
① 公園隣接地域に空地がある、または、空地が生じた場合には地権者の意思にも配慮した用
地買収の交渉を行う等、公園区域の拡充に努めます。 
② 同じ機能を有した公園が隣接している場合、施設のリニューアル等は隣接公園全体での利
用を念頭において行い、効率的な維持修繕を行います。 
（３）借地公園・緑地の公有地化 

借地公園・緑地は将来的に返還を求められる可能性があり、公園施設の整備や緑地の維持管
理にも制限が発生しうるものです。そこで、より質の高い公園・緑地にしていくために、利用
者が多いものについては、地権者の意思に配慮したうえで、用地買収の交渉等、公園・緑地の
公有地化に努めます。 

 

  

西ノ原中央公園 西中央公園 
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３ 公園等愛護会・ボランティア団体との協働体制の強化           
市内には４０の公園等愛護会が存在しており、公園の美化活動に協力して頂いています。市と
の協働はもちろんのこと、公園等愛護会やボランティアとの意見・情報交換をより活発化させる
ため、公園等愛護会及びボランティア同士の交流を増やすための取組みを行います。 
 
（１）交流会の実施 

市は、毎年清掃用具配布、年度末の会議など、意見交換の場を設定し、交流を図ります。 
（２）公園等愛護会及びボランティアとのコミュニケーション 

市は、公園等愛護会及びボランティアからの意見や提案等を随時受け付け、公園等愛護会と
の情報の共有化を図るとともに、必要に応じて公園等の管理運営に関する支援を行います。 
（３）記録 

交流会で出された、または、公園等愛護会から市に寄せられた意見や提案は、定期的にアン
ケートを実施し、その結果を各公園等愛護会に配布し、情報の共有を行います。 
（４）新規愛護会設立の呼びかけと支援 

 公園等愛護会の新規設立への呼びかけを行い、設立手続きの案内等を丁寧に行います。また、
自治組織や市民が中心となった愛護会のみならず、スポーツ団体や動物愛護団体等の各種団体
が母体となる公園等愛護会の拡大にも努めていきます。 

  

愛護会の活動（パフォーマンス） 愛護会の設立式典 

愛護会の活動（水やり） 愛護会と市の花植え 
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４ 緑のPR                                 

１）親しみやすい緑へ 
緑のある生活は、人々に潤いと安らぎを与え、心を癒してくれます。 
本市では市街地開発に伴い、その緑の総量は減少傾向にあります。しかしながら、大井弁天の
森や緑地公園、福岡中央公園など緑の拠点となる場所や、福岡江川緑道のような緑のネットワー
ク形成に重要な質の高い緑は残されています。また一方で、市街地開発に伴う公園・緑地の整備
により、その数は増加しています。 
公園・緑地は単に整備しただけでは、その効果を充分に発揮できません。多様なニーズがある
中で効果を充分に発揮するには、地域の特性や利用者の要望に沿った維持管理を行っていく必要
があります。 
現在、公園・緑地の維持管理の担い手である公園等愛護会は高齢化等の問題を抱えていますが、
愛犬家団体やスポーツ団体が母体の愛護会ができるなど新しい形での広がりを見せています。 
質の高い緑を保全し、公園・緑地の効果を充分に発揮していくためには、これまで以上に市の
緑に関わってくださる方を増やしていくことが重要です。 
そのために、多くの人々に緑へ親しみと関心を持ってもらえるよう「緑の散策マップ」等を作
成します。日々市に寄せられる利用者の声を参考に、散策ルート等を紹介し、快適な生活の中で
緑の良さを実感してもらえるよう努めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふじみ野市緑の散策マップ（イメージ） 
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３_緑被現況図・緑地現況図 



   ふじみ野市緑の基本計画 

 

  



 

 

１_地域別緑被率 

  
地域区分図（新） 

地域区分図（旧） 

※令和 2年 3月策定 

ふじみ野市都市計画 

マスタープランと一致 

※平成 22年 3月策定 

ふじみ野市都市計画 

マスタープランと一致 
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区分 区域
緑被面積
（万㎡）

緑被率
緑被面積
（万㎡）

緑被率 区分 区域
緑被面積
（万㎡）

緑被率

全域 506.2 34.5% 398.7 27.2% ▲107.5 ▲21.2% 全域 398.7 27.2%

市街化区域 145.0 16.7% 90.4 10.2% ▲54.6 ▲37.7% 市街化区域 90.4 10.2%

市街化調整区域 361.2 61.3% 308.4 53.6% ▲52.8 ▲14.6% 市街化調整区域 308.4 53.6%

全域 174.1 47.0% 150.0 40.6% ▲24.1 ▲13.9% 全域 150.0 40.6%

市街化区域 31.4 23.3% 20.6 13.5% ▲10.8 ▲34.4% 市街化区域 20.6 13.5%

市街化調整区域 142.7 60.0% 129.4 59.7% ▲13.3 ▲9.4% 市街化調整区域 129.4 59.7%

全域 22.2 8.0% 15.6 5.6% ▲6.6 ▲29.8% 全域 19.0 6.0%

市街化区域 22.2 8.0% 15.6 5.6% ▲6.6 ▲29.8% 市街化区域 19.0 6.0%

市街化調整区域 － － － － － ー 市街化調整区域 ー －

全域 72.7 28.1% 52.4 20.5% ▲20.3 ▲27.9% 全域 49.0 22.5%

市街化区域 46.9 21.5% 29.1 13.4% ▲17.8 ▲38.0% 市街化区域 25.6 14.3%

市街化調整区域 25.8 58.1% 23.3 60.7% ▲2.5 ▲9.6% 市街化調整区域 23.3 60.7%

全域 111.7 30.4% 86.4 24.0% ▲25.3 ▲22.6% 全域 180.8 32.3%

市街化区域 44.6 18.6% 25.1 10.5% ▲19.5 ▲43.7% 市街化区域 25.1 10.5%

市街化調整区域 67.1 57.6% 61.3 50.6% ▲5.8 ▲8.6% 市街化調整区域 155.7 48.6%

全域 125.5 65.0% 94.4 47.4% ▲31.1 ▲24.8%

市街化区域 － － ー － － ー

市街化調整区域 125.5 65.0% 94.4 47.4% ▲31.1 ▲24.8%

令和４年度　ふじみ野市緑の基本計画　地域別緑被率一覧表

西部第一
地域

西部地域

西部第二
地域

全域 全域

東部地域 東部地域

上福岡駅
周辺地域

上福岡駅
周辺地域

減少面積
③=②-①
(万㎡)

減少率
③/①

ふじみ野
駅周辺地
域

ふじみ野
駅周辺地
域

（▲はマイナスを示す）

地域区分図（旧） 地域区分図（新）

①平成24年度 ②令和4年度（旧区分） 令和４年度（新区分）



 

 

２_用語解説 

あ     

 エコロジカルネッ
トワーク 

生物多様性を保全するため、生態系の拠点となる緑を適切に配置し、つながりをも
たせること。生きものの生息・生育地となる緑の核や緩衝となる緑を適切に配置す
るとともに、生きものの分散・移動による個体群の交流を促進するため、生態的な
緑の回廊を確保することが基本となる。 

 SDGs 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称であり、 令和 12
年（2030 年）までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと。17 のゴー
ル・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no 
one behind）」ことを誓っている。平成 27 年（2015 年）の国連サミットで採択
された。 

 オープンスペース 公園や広場、運動場、水面など、建物に覆われていない土地や敷地内の空地の総
称。 

か     

 カーボンニュート
ラル 

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。人間の生活上温室効果ガスの排
出をゼロにすることは難しいという判断から、排出から樹木等の温室効果ガスの吸
収を差し引くことで、「ニュートラル（中立）」な状態にすることを意味してい
る。 
【コラム】ゼロカーボンとカーボンニュートラルを参照のこと。 

 外来生物 
もともといなかった生物で自然に、あるいは観賞用や有用種として人為的に外国や
国内のもとの生息地から入ってきた生きものの種類。 

 開発行為等指導要
綱 

無秩序な開発行為等を防止し、良好な都市環境の保全及び健全な発展を図るととも
に、事業者に対して理解と協力を要請することにより、公共公益施設の整備を進め
るために必要な措置を定めたもの。 

 区画整理事業 
土地区画整理事業。土地区画整理法に基づき、道路や公園等の公共施設を整備・改
善し、土地の区画を整え宅地の利用の増進を図ること。 

 グリーンインフラ 

グリーンインフラストラクチャー。社会資本整備や土地利用等のハード、ソフト両
面において、自然環境が有する多様な機能（生きものの生息・生育の場の提供、良
好な景観形成、気温上昇の抑制、雨水の流出抑制等）を活用し、持続可能で魅力あ
る国土づくりや地域づくりを進める取組み。 

 公園等 
都市公園、その他公園、都市緑地、緑地（都市計画未決定の緑地）、緑道を合わせ
たものの総称。公園等＝施設緑地。 

 公園等愛護会 
自治組織やスポーツ団体、動物愛護団体など、地域住民や有志により結成し、地域
の身近な公園等の清掃や除草などの日常の管理を行う団体。 

 公共公益施設 道路、公園、緑地、市庁舎、図書館、公民館などの公の用に供する施設。 

 公募設置管理制度
(Park -PFI) 

都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募対象公園施設）の設置又は管理
を行う民間事業者を、公募により選定する手続きのこと。事業者が設置する施設か
ら得られる収益を公園整備に還元することを条件に、事業者には都市公園法の特例
措置がインセンティブとして適用される。 
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さ     

 市街化区域 
都市計画法に基づく都市計画区域内において、すでに市街化している区域及びおお
むね 10 年以内に優先的、計画的に市街化を図る区域。 

 市街化調整区域 
都市計画法に基づく都市計画区域のうち、市街化を抑制すべき区域。原則として、
用途地域を定めないこととされ、市街化を促進する都市施設は定めないものとされ
ている。 

 施設緑地 
都市公園、その他公園、都市緑地、緑地（都市計画未決定の緑地）、緑道を合わせ
たものの総称。施設緑地＝公園等。 

 市民農園 
主に都市の住民が週末や休暇などに趣味やレクリエーションとして耕作する小規模
な農園。平成 2年（1990 年）には市民農園整備促進法が公布された。 

 生産緑地 

市街化の進展に伴う緑地の急速な減少に際して残存する農地等を計画的に保全し、
農地の有する緑地機能を活かし農業と調和した良好な都市環境の形成を図ること、
また、将来市街化区域の計画的な整備において必要となる公共施設等の用地をあら
かじめ確保しておくことを目的とした都市計画の制度であり、生産緑地法に定めら
れている。市が指定するものであり、指定期間は 30 年間。 

 生物多様性 

生きものたちの豊かな個性とつながりのこと。あらゆる生物種の多さ（種の多様
性）と、それにより成り立つ豊かな生態系が互いに影響しながらバランスを保って
いる状態（生態系の多様性）。さらに、生きものが過去から未来へと伝える遺伝情
報の多さ（遺伝子の多様）までを含めた広い概念のこと。 

 接道緑化 道路に接した箇所に設置した植栽等による緑化（例：生け垣等）。 

た     

 地域制緑地 
法令により土地利用の規制・誘導等を通じて緑地の保全が図られている地区。都市
緑地法で規定する「特別緑地保全地区」やふるさと埼玉の緑を守り育てる条例で規
定する「ふるさとの緑の景観地」などがある。 

 地区計画 
地区の課題や特徴を踏まえ、住民と区市町村とが連携しながら、地区の目指すべき
将来像を設定し、その実現に向けて都市計画に位置づけて「まちづくり」を進めて
いく手法のこと。 

 統計ふじみ野 
土地・気象、人口、国勢調査、事業所、商業、工業、農業、市民所得、市民生活
等、２１項目に分類し統計された資料。市のホームページでも公開されている。 

 道路アダプト制度 
住民団体や学校、企業などに県が管理する国道、県道を含む道路を見守ってもらう
制度。ボランティアで清掃や除草、美化活動に取り組んでもらう。 

 道路サポーターズ 
市が管理する道路において、ボランティアで清掃美化活動を行っている市民団体の
こと。 

 特定外来生物 
外来生物のうち、特に人間の健康や在来種の生態系などに害を及ぼす、またはその
可能性があるとされる生物で法で指定されたもの。 

 特定生産緑地 
生産緑地として 30 年を経過した後でも、従来の生産緑地の規制や優遇を継続する
制度。市が指定するものであり、指定期間は 10 年間。 



 

 

 特別緑地保全地区 

都市計画区域内において、樹林地、草地、池沼などの地区が、単独もしくは周囲と
一体になって、良好な自然環境を形成しているもので、無秩序な市街化の防止や公
害または災害の防止となるもの、伝統的・文化的意義を有するもの、風致景観が優
れているもの、動植物の生息地等となるもののいずれかに該当する緑地で、都市緑
地法に基づき指定された区域。 

 都市公園 都市計画区域内に地方公共団体が設置した公園、緑地や墓園および都市計画区域外
に都市計画決定し開園したもの。 

は     

 パークマネジメン
ト 

公園管理運営。国や地方自治体などの行政だけでなく、そこに住む市民、そして公
園管理のノウハウを持つ企業が連携して、公園を管理・運営していくこと。 

 ヒートアイランド
現象 

都市機能や人口の集中により、都市部の気温が郊外よりも高温化する現象。アスフ
ァルト舗装やコンクリートが日射により蓄えた熱と、ビルの冷暖房や自動車などか
らの人工排熱が主な原因となっている。 

 ふじみ野市環境基
本計画 

環境の保全、再生及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために定め
る計画。本計画は、ふじみ野市環境基本条例第９条に基づき、快適で良好な環境の
確保に関する中長期的な計画として策定されており、計画の実効性を確保するた
め、基本計画と行動計画が一体となった計画体系となっている。 

 
ふじみ野市将来構
想 from 2018 to 
2030 

ふじみ野市の行政運営を総合的かつ計画的に行うことを目的として定める最上位の
計画で、基本構想、基本計画、実施計画から構成される。 

 ふじみ野市都市計
画マスタープラン 

ふじみ野市における住みやすい環境や施設の整備（土地利用構想、建築物等の制
限、道路・公園等の整備、等）を進めるために、概ね 20 年後の望ましいまちづく
りの目標像と実現に向けての方針を示したもの。都市計画マスタープランは、都市
計画法第 18 条の 2 で「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として、定め
ることとされている法定計画である。 

 
ふじみ野市花いっ
ぱい運動推進委員
会 

ふじみ野市花いっぱい運動推進委員会では、花を育むことで人と人との間に会話が
生まれ、コミュニティの輪が広がることを目的に、花壇整備を始め様々な活動を行
っている。 
長い歴史をもつ花いっぱい運動は、市誕生 10 周年を契機にこれまでの組織を見直
し、新制「花いっぱい運動推進委員会」として、平成 27 年（2015 年）10 月 29
日に市民を中心とする組織に生まれ変わった。 

 ふじみ野市みどり
の条例 

すべての市民が健康で快適な生活が営めるよう自然と生活の調和した良好な自然環
境を保全するため緑地及び樹木等の保護回復、緑化の推進に関して必要な事項を定
め、人間性豊かな生活環境の確保、向上を図ることを目的とする条例。 

 ふるさと埼玉の緑
を守り育てる条例 

ふるさとの緑の保全及び創出に関し必要な事項を定めることにより、埼玉らしい緑
豊かな環境の形成を図り、もって郷土埼玉を県民にとって親しみと誇りのあるもの
とすることを目的とする埼玉県の条例。 

 ふるさとの緑の景
観地 

ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例に基づき、ふるさとを象徴する埼玉らしさを感
じさせる樹林を中心とした優れた風景を形成している地域に対し、市町村と協議の
上、指定された保全地域。 

 保存樹木 条件を満たした樹木を保存樹木として指定し、伐採等の行為に制限をかけることに
より、優れた樹木の保全を図る制度。 
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 身近な公園 

人の歩く速度をおおよそ時速４ｋｍとし、自宅から目的地まで歩いて３～４分程度
を「身近な距離」とすると、自宅から身近に歩いていける公園までの距離は２５０
ｍと想定できる。したがって、身近な公園は、対象となる地域を中心に半径２５０
ｍの圏内に含まれる公園と設定している。 

 緑のカーテン 
ゴーヤや朝顔などのつる性の植物を育てて窓を覆うもの。夏の強い日差しを遮るこ
とで、建物の室内温度および表面温度が上昇するのを防ぎ、葉の蒸散作用により部
屋を涼しくする効果がある。 

 緑の基金 
ふじみ野市緑の基金条例に基づき、緑地の保全及び緑化の推進に関する事業の財源
に充てるため、設置された基金。 

 緑の募金 
「緑の募金」は、公益社団法人埼玉県緑化推進委員会が「緑の募金による森林整備
等の推進に関する法律」に基づき年２回実施している。森林整備、公共施設等の緑
化、緑の少年団の育成等の緑化運動を推進し、緑に親しみ健全で豊かな心をはぐく
む環境づくりを進め、快適で住みよい緑豊かな郷土埼玉づくりに寄与することを目
的としている。 

や     

 ユニバーサルデザ
イン 

年齢、性別、能力の違いなどに関わらず、すべての人が心豊かに暮らせるような社
会を築くため、すべての人にとって利用しやすい、施設、製品、環境、サービスな
どを創ろうとする考え方。 

ら     

 ランドマーク その土地の目印や象徴になるような建造物。 

 緑地保護地区 
条件を満たした山林を緑地保護地区として指定し、伐採等の行為に制限をかけるこ
とにより、まとまった緑の保全を図る制度。 

 緑被率 特定の区域における緑被地の占める割合のこと。緑被地とは、河川や池などの水面
のほか、樹林地、畑、水田、果樹園、草地等、植物の緑に覆われた土地の総称。 

 
  



 

 

３_緑被現況図・緑地現況図 
  

緑被現況図 令和４年１月航空写真より判読 
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公園・緑地現況図 令和４年度庁内資料より作成 
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